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|研究ノート ii

「非営事j法人」法制韓革 (200告年}

。コ批朝関檎討(1 ) 
「組織法制」研究:・序説

京;海林 手1;

"~する仁 11-;:'(は門科のためのノ古式であ ηて、形式;のため仁内符がでミるの

ではな1 々 もう 'l'進的ていいま宇と、代主子治''i::わればゲ!-]f;というのは自

扶り事川 γ「変わっ℃えなければおなりぬとし IうJtt:.fri:二もなる-----------L 7)'どにノ， ~ 

の周到:;--+容を;ぜまに J どめりかじめ 極の形式を jJ'吏よ i:前に判jえ、おv、亡、

ι の )1う式からJ:~ヤの/士 i昌一~:;li'; :)出きうとするならば、ある場合 iこはそこにん卒、

なk辺がH-1;なけ九ばならない j \更 h;~:石 1~~'l'，íÙJ 1: Jり ー1111味こ形式ユj

l 掛は、印五のた止の、中;:jあ J てこぞの、~'~.であて)、、ぞれ以トでも ~Iτ

でもありス主しL にもカうわら「しかL、円-r1J中身{はむ1まいなしに J計十七一れ

向身ぃ:"J"f:こする 力学Ù~~)、日Ij Iに上)¥-) 人じさしく Lまう(1.-¥， ¥ ~) 

この人 Uit1 えにはよくある斜計!Ji.象的 つ、というべきものなの刀〉もしれな

いuJ (刊詐未詳『践と中身 断恕JI)労

〉くりi同省 主 ここで I~~r~ ， }.-- 、うコトノてによ Jて当日吉作者がイメ ン Lてい

るものは、前授の丈~J:\かっ抗祭「とかされ、あ〈まむも、社会的「中:;1辻 の

隠恥と I_，Tのを九のようであるゾげだし、 F中旬。);うにE来、"↓J母と;土利

係長<;もっぱら~'5!:i[:沼会 l 、 :"TH 鑑賞の対象と L "((1)器士どとし;ろもσ、も
，!げにふ~~ -1，、i三げや大ム

I;:~'''j '-") ( '，0.1 "'-'-，、川匂口

~lìJ、 S8i3 三G~)162ヨ
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*~次

(} : ;まじめh二

。叶';h:~ 議

(J ----2 基キ8S十日点

() ----:)その{也のゴメン 1、、，~;5t

川上、本号(~:~ t、-，-r::.号jヴト;

T : 06当日J、グ〉前史と、そのすi1、過ずil， その草;ム的世"r~1 についにの批判

11"0枚汁

n 附排iJ、のドコ笹山J問題占 その 1 U:: <:一、体系怒型

論J初削 111につ 1，¥"どの批判的検，)

8 : OG訴法のlぺ2手前向日 I'y そ<7)2 安笠訓的問山につい ι的批判的

検討:

lV苑弐九九三引lι と Xi~ S'i tt;析に代え勺ゐ

*略詰'主主戸th主・疋義
F 般・非設利;法人(法)J¥または「 陪法人J ないし「 階部分」)

r-_~訪日Yム人及び 紋肘 I ，jlil 人に間 a 〆，~ 'I':f~\d計年立、津4B 号

「公益法人認定~t:J (まと[よ l二階法人J ないし「二瀧部分

「公主主主 éfú、人及7FCそ柱財団V:A(う ~，E-;L -'ff ( 間よ一品iJ、if:J:1'司'HJ;:;': 

「認定公益法人J ~I円j上 l ょっ ι ば疋された:jι疋公館:t-:'， 21法人 ごと
J し ま主公訴則I'!Iï1、人\{たは l キ~i" . lミ帝u、

「整備，去- 1 、】記 ぷの己q'f(.，~-f以つ関係凶作(})整7青写に閉する
;}〆下)J ~日)思

~ ~む 6) 新法J 土記 止のんメ下町 Jえれによコて送jJされど 106公益

法人(~い J非富手IJ法人}法制改草

「(民法) IB (34) .公話法人卜青1:r盤官;;;{'ぷこぶ/_)てほ，1予"
7，--; ;~人 111j 0)ト:;;":1:;;)，1条¥'--よ J て日文、/芸れ心 l公益法ノf¥ なお改It.1刊Jの辻

れいにift主Lrの'(j、人関連規定t;:、rw:. I~ x 1: Lてリ:R1)
NPO法 L人iJニ l特疋主営利活動促進法 I(γ氏10tド法仲金書7号j

にJりF:2J;:をJよ:)' 1J立すした法人('特治法人 j 三いう昨凶法も散Fー

ミ j しる古人ノ子手品 Ci土、 f 正 ，:1ネ l 会 J内に')";~治したぶうに l耳打オしる Lこれ ~tr!t:' 

佼JII!
r N P 0 J (l¥on ?rcfi: OrganヌヨtiOll! 

jム義かつ実質的活f未での':;Puは(上記NPO法上のそ九か扶義かっ

μ、形式的意休の千れであるのにたいじ I計会経済l'(，.)'::クタ こ υ ぐり、

はJiナセケヤー ¥GOJ なし￥LfトJ、てクタ- ¥で PO ド01'l-'ω引tOJ 

どjLrYそれに汁笠されるべき「治 の七クター」としての L「公益共

二日社52は S6J lG27 L21 
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主在Jともにふくめての)}ÇI Uj ゐ 4 営 ~"J剤治的意味で峰崎使出 l な;丹、 (1)j 

氏ど公:怖悼，)日rγご勃功 j'♂7穴1用:計Flも
σの;)片刷l目:Jj-コ玲汁は全宰害岳としては予少、なく とも:法H狩jt'乙千半子千子ιニ1t'的V白JC片出l封出ゴ河員詩音こ!マはで主るだLアτ
1札し〈をモ i澄笠けること~: :φ つき別J碕;~\ 1)は[^~説且~を了、又「公益」の吊貝11 も戸l憾にで

きるだけ遊けること hこJ主、+.1，白鳥山明ナ疋百己分を、それぞヌ巷照， 1

なお正、 NG 0 ~Non (;ovc:r;r，しniatUr即日zaL山il; はわか凶泊常の

慣ìTlに従い非政，I~，.f(})民間 田町'1、ツシ勺ア組織の豆吠-r1¥!Yパ
e 戸中情1法人!-_~;; ;笠惰によって1髭11三オることとなった)，中

河口、八iJ、J '平成日午iM士刊号) (こ志づいて!泌すされ'':~i.1、人
「非営利法人・総織 J 主22的色味におし?る :γ 十川、;i~Æ多数百 0)矛'1

ままのため、L、し共主主(新i織の構成員のH査去のfめんワまり湘ー私

話(=~~禾 1111['.)1亡な Lミ山人主E減歩鋭利、(ただし 日i;羽i-i'lとの問辿

ごの法形式出室長については、こくに牛よ，11-:怠!也

r (新)会社(法)J 会祉法 L平成lliJ、日(-i) ζ 、それ:荒づき設立さ

札た公社f 士才~記 r(品f;:j:主j 三、リヘをせわ tc.:-伝え'J1('{"も l 駄時 105

会干1:(iJ、)J と:.--， ') II:t汁与を用いるし

r (新)f言託(法)j 屯信平iL( 
、、!日ー
と、せれ J二)VJヂ;;liJt jT~ 

X れ '::_1~;~;{

f組銭」ハrgιnlr:abJれないし 組織法制論」

「組織J とは、 法人 i法人t3-i士宍¥ FJlf宇恥結今 l 組織?:i:!認手Jごと

J し[';圃人間{干玄{t沖合jtよJと， ，イ1;;;-[等を包合する)財産管時j関係 j

t宇十斗抗する、てれらの t. 1.ω1念-l'~がっ、まに「組織法制論 l と

は、 i出l人町↑手立it埋会主点と L品終的にはヰチ業平間結や:iJ-:1:、にまでガ

よぶ法汁j吃v)ft系l杓li!f允をid，-:li:J-9L るものであω

本l良
ιIj〆川!ノ/グ形式、ただし」、要{コ七、];'(¥司泊、 +yJ立h:])下付 IJ，!ド

として、 1 ; 、 心、 ~; 1::: 等町、{目的ナ/パリシクソJrLも:吏川 J
ま丈一%持、※のijI吊刊により、 字ザ右有:什、行FJl・字問を絞めふこ

とにより、可(-'~としi別「とスタイ Iレマ、「μ十 l を何人)

~j (J'A、、 E ヨじ，L

0-1 い人下 o -z ctc 
!¥J iJJ:'、B1 c:h' 

L 日 (t人F、/¥.- ttc. 

イ) U~L t、口) elC. 

イ ijf以下 f・::;) clc. 

l、a) (灯、下、 1)ヲ et::.

(a .、 i3・;:) (':J' 

~lìJ、 S8i3 三ω) 1('iお
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し、以ト、¥r--::l; clc 

い.1) (以下、仏、， 2 dじ

*丈臥づ1尽の);古

さ~，}iたり「可究/ぃ トJ ぴ)名iこ免じて、しかL枝λ|玲には筆古 11

身内 i丈取引出ポ')ンー， dtf: cb~)t，明 有晴二恭づ号、 '1京問。行時、

例外・最低濃必要と考えられるん品f?のふう!JTJJとしたL

o :はじめに

牛十三l立、 1-_pL%~短にあゐ j邑り、む将!な"た Jsü相法人|均速êi 半 \-'r;--;:、:--;~

，)の批判的枚~d をn:U"女乃枚~， J 対象ど「るそ〉グ】であり、可吋にまた(副

知iU二品るような、筆者じし Jνのいわゆる)組成;j、制J，山Tグ)，了~~i_:fJ研究に伏号

づけられるも0')ごも島ゐ

ここでは i，lU ，，'のj木論心人之まえの f-説 f「(1」)yL C、 i一五じの研究v手

おけゐ幸訂 L しメグ)向日比:?:oì'~‘F.-D ~J1 1叫し、 (C ----I )、(それに長本的ι規定され

たl 検lH也子:-( (0 -2)、ち句)こは、本fiJ:の検副総伴、?の{卜記利関立政・

問題梓L、な;..-， Lt九X，'、のもとて、ここでとくに、 上記i)6認l誌ないし訓宮町羽紘V、

f#1 誌をよりあげ乙こ;の)主友、その限界等(()----;-; ) ..--Jき、 I1以「のノト

識をごi民解いただくのに必叫:"jJな組出で、何よりも、志楕に行いて竿tが言

わ人とすると:九三トIE1.く時評} しいただ:ため f二、 l 子正と-r~よ viZニさか

え々と、」乙、いささか大 U'えかっ明|姥な口説:なることを告もれつつ ;11b{究説i;j

をくわえζ 二(:(l，...すみ

自-1 問題意識:

本li"にお日ゐ筆者の問題在i民 間担問'L"止、 |、 jゴジ〉 ζつに、 市h;としての

実践lμ'~ ;j':J::'のそれ(心と、法i十学研究者レ Lての珂論同次 Jしのそれ(日 J と

(こうJけることができるが、 i"ii'iは寸くなくともん法訓，'jなし、 l，，"I;[..:，先的には再交}j:J

，:Sわるへくミとある?と {長述の主りとあるが、なたJlhJ1Y:' 1土、宇主的次J::なL叶〆

筆者の主的，おいてはWHぶ一l司重していること、そしてこくに、 JドU日以、入国
記長(え(の立法)論という、十、縞がi..:.(ことりあ ~， j"J:うど fるテ -<(:.:.J:;し、てはl何

者。):剥淳J院はフ片手いこと、本稿主俸をィ1育波〈読山むいただりれは1ざけか 1)い

二日社S8(3'SSD)lG2S [4 J 
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ただけるものと思 λ (その意味では活に、主子 マは、少なくともう=下見R'，次アじ

においては、山政均問題関心乞三知識的問題立識とがT';'~~ も川ro 1，-，たァーマ、

ある、
一ι 也、、

こし、てゐC'，めのつ l

A) 市民としての問題関心・問題意識

僚だの r¥(主一百 C"'. '去 lZ実寸るに r-~王問・ゴド4日和i セクノ'.J -J の健全な 1古川宇

イじということが、五日t;iヰにおける(その「この司のかfら(司帰途太郎

「国号、のiyi討会(篠原止陸 lとい 7ものを考えるとき 11.， ，-<f';lL(!)探題tこ石し Jて

も '1司lとか i司家 j とかの 1/0;性別何を利混と Jているかの-~r: くであり、その

，1-1 士Jごならな '，'わ (l とはない古久そHはむろんここむのえ ~_I;~-C"i.j: 7-、グリジブル

なこと:乙捉える l二ヒカ;干され工うに}に、それを対7t:-g--る本抗町喪主主 lのひとつ1

として 'F-'t~公定践的設題の つである、との、 1れJRどLてのj堤:克E状;疋2

息申伊顎日明町O.一T烹号品疏えであ rり)、 rm しこれが;j、律守もまたその cにうなよ割に i.L，嗣:1支の側かム ~;ft'夫

(，-~l ち向かう必 't~-カある、との附 ';h問~、にあふやそれは さらt>t:1';長引j寸ふ

〉、以下のような、近~-i; における、し 1 くつかの次元における河 PO ・ ~\G ()等の

￡帯利組出・活動をめぐど社会的J~，'k .論議の動日'1ないしてれ')iう、最μ公平)1史的

lこ冶l主lするものと 平怖の底流にある実践l円同慰，，"，'、.~~殺意以とが その~';r~本

l'l';h向性においc共有〕響ミあつものがあるから予あゐ渋

A-0)社会経済論的立いし政治・盟主主論的次元からは

現代日本におけるネL会経山丈五;等をす去て U くべ主草 j:':U~ -l-~ クターとし l、

抗一次的 fご(土 l市場・行、手.~クター」、地一次臼りには I ~;z ;{rセクタ 」のが、

その中埼Tζ べきこt:(主百~-c きな U、kころ し小し 方で、王くにこの 1)(

p':J--l:クタ 」ク)jiL買っけにiおしては、 l宵カバJ}C¥」のん1，''1'1は、 l大きなf2府

。〉年iJ亡の終t-，;と lミう、しわば1'1界(史 :1 :!~討 i白川在ç，内からも、また、坑イtB 本

0)伐策i/rh向性ttう制円からも、基本的(':--ピ持 L うるこ~-，7，ゐものであり L そ

れはまた、現代 f::rノド炉なお 'WGTì;出児n~遣戸~-cえず 1)続けている明i"E1l.， :: 
ム iグ) 部ノリヴ))烹1はのづ円認でもある)、他J;に矛づける')c;r01企業セクヤー l

のキl たが凶 (I~JJI~-if- の士骨太、グ U ーパルな市場での以問 esZ争の不可法件、ぞれ

ゆえの・その社会的コンド口 ;L-O)重要性(J)増大、 t.:t 'う7.:~ft [}本(J)基本的政

策の方 :IIJ什も i、!日j主に不 n;;~ν 考えられる〉ころ、その間にあってまさに「第

三の七クター l と〆亡。)I 上~r~] 悶非'::;jorJ+ クター l は、 f 正えないし企業では l や

~lìJ、 S8i3 三58 )1 62全
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らない。ゃれない・やってもパ、湾切な_~ )J~j!-f . ~i 供給につき、これ l コ~+::; j 

:ニ代わる 1またはそれと並やする)第三の七クタ とLて、あるいは、 r七戸品な

いし了守配げンλテムにftゎ之J!(刷、/ステム (K ポラシニーj として、その~~

f:~-9へ主役志， Jf 要牧;之、ノt~.五ま jーま r均六「ふものし考え、しかしてま作、

~l: クタ |山のL物E0.人的資源配)fを含めた)i古I1なパラニスなしペヌト・

ミックス、 または [j幻イナ 企長一民間ゴド法判制日.12¥1 ニ-n問の健全カ'-.;3.It;::ね
なパー;ナーヰ JブJ)形成、 τいット訳涯が具体的には間8どなるであろう。

(この昆眠、でまた l:iJ10-か此府点。Jとし叶、シこ規制終和論者千ノハ タ')

T'>にしばしば見られる出司l<;--~}j'"法<7)む;界な u し間短性ということもこのおi

J行指しとおく J目、ぎがあろ与}主おJ之、宮、依な." ，〆注目持協:i-，11k(二、波it円十、;こい

てその機能的:ð 五は主;J7jJ~;¥少〈とも佳作下と比較して稲減Lつつあることは

子iAできなv叫しでも、我々の社会止活の技んにかかわるものと Lて、いわば

1第四グ)みクタ j とも持:ヲヘ主ものであり、今Eなお子ぐっ村会経済IJ;ないし

性的ú:.~:í貴つけが廿H ~~[d，?なりうる Lごと いろまごもないや

ト記のぷうないわlfj十会怪治的セクタ i合 L'~次元においてのみなら「、計

公・国家諸問なl.， L-政治的次元i.:.:.J)~， 、て、 」住1求規l執行つ ;j~ 軍革命 J iレスタ

ゼラ弓ン)r-J本型ii廿も(;t+会カ内地球型イゴ}1C;f:+一会へrd]i. 打の大転換1ι 笥~，\典 j

i宇の規定にも象俊三れゐよろに、ぁιんな!日間111体」こもいうべき:¥?O/

日 GO 等の.Js'p;利組織・;心身‘~莱でクタ !手、連行J ‘虻愛・共刊のノ旬向での

公共的ミ ンヨム/・スピリン d をもって、 日i したり↓人lLJのポラ/タ 'J 会、
協、

もろも 7)の志による不 i}.，ワーキンゲ，根疎化等を迫 1J〕国家.J:!i.:肘、[立家

ILU I_-!c降、院係、政f己、 各世公i止8':;なレ ν 共え止~.:)ウイ主. it人、 1式場:1 合』

域共同刊誌!ないし}勾翌日吉関係 1 不良関係(な v、L血立表的関係)せの F訂正-

iお存じっ装F::. M:織の限界を担えて、あるし Iはそれ二代わる、またはそれらと l'

jJ ・補';'L-9 る形 LZ古代 E 主主 l 会(ないし ':j陀涼 l 会)にオ:>::十る社会的政治ü0~{í­

R似111-二 ズミ子l芯fていこうこすみ托会的紺織ー逆説jこしにその汁会的意

義・撲出;土禍根 'íS(~~ドu されゐべきものし考えられゐし、 I I"J 刊:士た、 国内

部町、民rJc全 地方ないし1'"京・対会全俸の基主配Jありん云いし政が，.E!J:ヲ(7--:-~かり、

11，.'亮奇袷ヌた;.:rp パルな坂崎-("C)I]~i~;;マヲーのあり方・政治n'~ .f，;;'-jll ンkι の次11

にい#るまで、それらが栄作す政治的なv;~河家心的 !~~Ut 機能もまに、ノ人い

に注恒宇ベきそ〉グ】があると考える J

二日社S8(3)SSl)lG2:l [G[ 
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A-l)文化‘文明論的次元においては

もこもと教青.)ι化学閉会松 尾根メデア e ス -':J・工ンタ フイ

メン l等;ニ、{現状はともあれ、すくなくとも本画的理念的には)'1市場応と

じての性怖のつよいものであり、ま丈一権力的 -~~ñ=;なじまないi，P践であ、

と¥に、古川il月械の多像化をもって特徴付けらるJlj代初会においには、政府・

公:ぬ慌)j千日手11企去の IIK珂」からけ111なーれらの)UL仙沼域内刊行i:iA;乏な反問

へのニーズ、それら"前理jtl土坑託な非':H'j組織.r品劃!)::Lて民有えれるこ

とのiFi;::什;立、 ここでり七日点字るまでもなし

と1"1持にそれは より札、本的かっ」り li、\.-，視~l-?のもと 'r'~，二、，ドミー丈fと 1円

取等に lまらず)近司代における絡凶 政治 [1家・ iU:I:主等の総体ふ それ

をささえる主体的基本前パラザイム. っき、 E主主的人頬)'j日りない L 文明氏自~i，，-

作対イと宇る、少とcくともその提訴l亘る批判的長持基どなわうる能十?を絡めて

いることも、応れじはならない つまり (上記ポプ J ニー等グ)多¥グ〉有ノも

の桜起 刀、唆ーよるょっ仁) "1'古手 IJ 活生~t .主B}誌の粁済的ピ義・矧岡仁ついては、

〈この現代の，ま tま7グローパ;v1じし つつあるih場経済・貨幣経治の、 E

l'的人Jt1字問な l-， L-込町論的相たトノ七を伝}一夜伐となり、ま レー〉

は (恥↑買摂約なし、!非民主IJ出動 組織が、;訟に有償問約会いL75刊企業:己啓

ぞLt:0;.C) tt~を照射タる t う J ご J 、それらは、近現べの支曲I灼法的ハうダイム i

えいする対抗UJi:.!、文化 法理論ムして、段者の罰百・問題性 限界守与を;邑照射

ずるろノ~{j{~ :~もなり、 ひv でまたJ見代社会・文明のありょ「にたし，-;J-2~，税制相当社

判という尖践的契機かももちうるものとなろ人

※なおまん (!VA:の、いさきか蛇j主的な v、L第 1i07な:jくノじ 百日産自説かhの
W¥lh'以外に1、f以内 b占禁ク))IT)，; j，雌活動与のための・辺議論的ない}受
務(:IJ>>\-r:~:こおt、ては、とくに以下の.'→を柄引ι ておく白要があろう

. N P Oi':ts)i[J!j主過程守、 ま七その'iJ再三千三、各地上えし NPO活動・逆効 f~:!~

'L、;づてきト人々、まrそオしは山かム公益;両副・百，、連動全先主主Jな問
ill明誌をも》ご反応:Jfui1tしてきょ二人々 引、:;7;fr:k" }'fl_~布-Idljf百1"('の活的~~ -:_， ': 
:土、寸〈な¥とも lこの辺i二l弘行の わがとdにおける、上』己tU!!，j野‘:夕、yじ

で i));'-~~h寸可会，lcll耳1.斉積lよ考ズられないとい qこと、ミァ 1.て、主粁円以、

~係公会への主主抗、 ξ こでの間~;，U正舟i> 論議竿存ュ白 1 て得ムれた.;、時・'1i lJ

激が、本研究のさしあ丈 :-'1也涜の主Ul者‘兜機lもな J 亡しゐこJ、二1ι九

っこ をここ rあらためて程一♂LCおきたい}

~lìJ、 S8i3 三5t;)1622 



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討(1l

-と|叶時にまた、むしろわれわれは、近時における運動論次元での.~~也閲

むの方向イ生等をめぐる、以下のようなあらたな動向にも、 t十日したいと考

える

すなわち、 :¥PO法制定前後からの、とくに非'U"，fiJ活動のお 線でそ

の中牧を担 2てし冶る優れた実民家のう白百・論議の動lilJや現実の非常利活

動をめぐるリアルな情彼等からわれわれは、ひところのスロ ガン的な

市民運動論的段階から、近引ではそれに代わって、以下のような問題状

況 対抗軸ないし同組意識・諜迎設定等におけるンブ}・動向変化を有

取できるように思われるのであり、それら状況変化の示峻・提起ずると

ころのものも同時にλ、本稿の問組意識が基本的に共有「るところのも
のである:

1. [U一企業一民間非常利組織〕聞の批判 対i的関係から、二者聞

の積極的ノミートナーンツフ コラボレイシヨ/のh向へのンフト。
1 -1 士t.J&li寸セクタ
・介忍保険制度「での「指疋サービス事業首」制度、 PFI法「指定

管理者市1I1支」、「巾場化テスト」等を通じ亡の、 f詩的事業の「民」

への 定のシフ!とL追う状i比重力IIIJのもと、その「公訴」を!l!いう

るものという制点からの、民間非也利組織・事業能力等の向 1 強

化、 11とのパートナーン yプの構/企，

・|叶時にまた、存倒的には、行政の卜145け化、 l政府・行政的失敗」

の袖完 糊主主的機能という陥葬、に陥らぬための十体的力量的充実。

1-2 あl 企菜セクタ

・セクタ一間基本的対抗車自の、〈官、災民示問題から〈民山氏〉問題

へのシフト とくに、〔常利非常利〕問の統合目競争という関

係・同自の増大、両者問のIK恨の寸、明時'U等の現実(例、株式会社

の名種「公採」的分野への参入・問題、福祉関係事業等の[会社

KPOー各所特別法法人〕等の組織形態|川競争のJ特大;社会的企業、

コミュニテーピジネス等の I1[1間的」事業形態の業牛(これらの点

はとくに、「営不'1-，，1営利J [~Jの区別の相対化の問.QM と閑辿して後

に本日前Hの該当箇所でペJペJ詳しくとりあげることとする)

ここむもi也雨において、非常利組純がその本質的!世素ともし通うべき

本来のミソンヨシ ヰを忘れて、収企i且求町」事業羽織に血寸る危

険・陥非をどう食い止めるかも一例の問題である lそれはまた同日

に、，，1営利事菜・組織の本質的メルクマールとはなにか、という問

題にもつながる)

2. NPOじたいにおける(ないしインターミデイアリー組織等におけ

るザポート事業としての)、カネ・ヒトの両面でのマネージメシト、

北法58(3日:J)1621 [8J 



叶究ノ ト

事業展開におけるマーケソテイシグ、事業Rll幽・評価システム等の制
脱出汁茸築等の、現実的li~ ~*題の亘視 取組み。

3. ¥以上の諸動向を背景としそれらのニーズに即した、そのような巳

味で)事態適介的な非営利制織|掲連準国IJ (とくに、関係組織機|羽、参

加者の権限・ 責任等の準則， t見合セクター・組紘問的公止競争秩序

等j的存備・附伴化へのlJ2145 いうまでもなく、日日新法もまた何よ

りも卜記のような現主J社会の動1"1とのなかで、その真価を問われるこ

ととなろう 3 そしてなによりも、本稿執筆段階でも、そのり日新法の施

行をまえにして現位:進行形で宇すーめられつつある、 KPOU、の見直し

作業と、それに官せられたNPO活動の「現場」からの邑見等も、そ

うした動向をうかがわせる資料としと貴重なものむあるといえよう ι

A ')上記「問題関心・問題意識」からみた(現代日本に存在する)種々の「力

ベ」 上記「民 I~J ゴl 営利セクター」の民間 活相化という実践的日楳・

問題意識からみて、現代日本のそれをとりまく状況・動向、ないしその根

庭に内存ずる構造的問題け、は決して楽矧できるものではないこともまた、

忘れてはならない，つまりそれは、さしあたり以下のような種種の「カペL障

壁)Jの存存を今11なお肖定できないからである:

1¥'_ 1) ，カネ，モノ・ピト・情報のカベ」 セクター聞でのこれらの資

源配分における圧倒的イシバランスの存柱(つまりいうまでもなく、

とくにカ不を中心とした社会的資源は今日なお!土倒的に政肘・企業の

側に集中している)

1¥'-2) 体制のカベ」 政治経i元的ないし社会的機能・位慣づけの総休

という制点から見て、民間非也干IJセクタ」がよ長たle干めているそれは、
他セクターのそれと比較して、なおF巨倒「内にマイづーなポジションに

廿んじざるを得ない段階にあること、ワまり支配的「体制」としての

政府・巾場セクターのもとでは、民間非常利セクターはJ1I-詐その補完

補充が~-fv:置に廿んじざる得ないこと(例 「同家通貨 vs地域通貨等」

の現実的対比の不略するもの

A' -:1) ';J;u0帝IJHとげJインブラ ないしU、理論ー間企:のカベ」 これは要宇

[9J 

るに、近代法の令体的基本的パラダイムにJ3しミては、市場・企業を中

心とした布情 公平IJの1'.1、世界と同氏同家個人聞の権力統治の;1、世界

のパラダイムが圧倒的に支配的であって、法的制度・理論・縦念し吋£

ltiJと58(3-554)1620



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

れにおし:ても、世憤‘:11労相Jの世界のぞれ辻、+c悶刊であるのみならず、

こい (JV有 契約中山.1 、乞 Lた、文目i:~:ç] 休戸、岨概 t 乙のヌ主主主役売を

完全にl土光liHI〆えていないよベに忠われるのであ 11、このlL'dの事情が

まん、拠ζべきたわ円前枠組みの欠立11恥 i-t司をも?らし、りしぺまト

立箔(7)対象たるゴ!1:t引荊l織渋出U-~li)1 究しり同弘三i をもたらす(ひとうり

製1"，1"(むあるとレとうこと、後に)+j:J!i~ の JrTI 1)、ある、

B)理論的問題意識

B -1) r現代日本・民事法理論体系・原論」研究 d-:J.:，，，c:二、江戸与「民事法{組
言荷台:系 JJ ，1昨究として引fりすることもある) そ2しや特此ーするひとつの l

t としての F無慣行為ないしボランテア法研究 j および r法主体論者い

し組織・法人法制論研究」、ての 環 y しての I非営利組織法制論」ど

いろ、筆者年ぅ誌のU、千幸子研冗 f-.-J.!)悶 主主のつながをも〉た体系的;坪訓

的阿見昼間'L'.同 ~3::;;;~"吊

筆者u土iJ、律学の研究者こして、ほほ出'jt;:'.泣く前に、 i(M主りも、情 :'1

1切でな'，'，こいろ託行長でのJじすUi守J)Jt[:.ti合イ宇ノ1ミワ)構築を目指そうーとの

;否やす亡、院予そでのよう会問思主主政・阿黙阿心のもと柑→々俣宗を重ねτ

きて、設午前 rノヒ年退'~:{j直前の数年前J にやι こ、 ζi上也、

なり半日な、行命倫理的問題にかかわるテ マlの関連にお"" -c-cある
がl どの1再仲、v')k;~~æ告を公安;オるところまごこぎつけたへ é L~ T上"己 l辞

慣行為μ、等研究および ';1、i体論なパ組織 .'(.L.;人i1、別研究;ょ、そ

0)込系怯，';11の唱の不可欠の韮;i!な十よー附也知域を憐lょうするモ刀lして、

:レなからぬ有心をもち、:j:Jt-:にも若手の;合点すiぺき検討内実も，[1ねて

きて u、る そ λμてまたが高のヰ北口:る '"1営利荊l締法制;品Jもそうし

た研究問心幻延長線にあり、その 1~1:f再成するもの C(わる※へ

ふしてま工、キιIは、 す、なくとも主主点f卜"は、なによりも以!の主
うな筆1i'j'j~干のl円色体只構想に 111 ;1二陪辿宇る釘 i の刊 iili湾 L、・問題

烹誌に江i¥対ζ之されてお<)そ<7)判記貴誌に由来4る Ii ~引j:王国各持riこ

，g~~能川に 7う、恥~~~前(:':1にか露闘し工いさ}はずで品る人それゆえまた、そ

の基ヰ的思苦枠剤。7;A. (目、埼述、h:事i去flS杭点」ピ、その「ぷ tt/1:J) 

:i凶有のパイ 7λ を F人j包しているニとはれた?き士いし、~もそもそこ

で多用されるし、くつうのキイ タ」ムこたい(旬、 l記事法Jr ftX--，廿L

二日社S8(3'SS3)lG19 11ハl
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等j も、かなりql:ιj南巨の意味司下手を)7:とめたものである「

そしマと:にその宅イ タ ム牛、その刻、FTの玄昧|勺 J討につミ説明の

叫を感じるも的については、その昔sr~~Fm単なコ λ シ1-rrくわえたつも r，
であゐが、ナヲ記、 i記，{伝子、出布、lをめくふさ止干fのtE研究のレベ;1 土、

個別{ヰヲモはい λまでもなく、序説的。法被現制約七部うjについても、な

止三ヘ 111]段階のもの、 1_かなく、ぞう，てな:に • .J: ，)も L筆??の時;止がj間

足間七、・明広1;"2:誌の再TU二なりヴ目、守的地に埋Wiしてい犬、工く|ではなh
よりも必l止な、 |記土品詩集論考よりもより踏み込ん 上記「体系

構法-，の!iZ法的全体像公いし与法ι命的誌やf片山川 ~!JfÍ'-叶iみ等につしての

主と圭ったリ昨;日 I-I~j) ifお考lニ土光去の主主である Lそれは、可及守

江v'将来(発去を下7E してお ο 、そららのむを仰参照いただくよう:J:::，~íl

い宇43〉J ともまれ山上のよ λ 士事情からも、本稿はかな;川、主見切でうi

かりにく 1川二〈いものこなたのではないかと慣れる

;:{"Ü チ f~o) 十ほfTιいもに活字イヒ Lf ものが、「人町石川フ r; ン寸クト E

シンポン，>ム・「九問、乃尊厳 f身体主命の愉持的μ 崎f土持ゴけ

先JfrF:<療校術じりもi 起す;:)~首 :jfj出を ~-f-I) l~' として 恨113 見事法の技介カ

ら il 大法':f';í首長S~)- 2 (2CO~十) -134以下~ (ただし、子二ず '1再想

として込べたとは、校時i.ではヰで仁布川、tt)修1::-.C')止JJ在感じてもいふ

こ~.:;:、この場 :(1背 r ，てお bf i! Lふい「)いずれ( せよ，，，ci;lAdu仏系 l

の構想が、 方ザ上目研究アロン y ク1，~こ芯 :j- ;~ 出n~身体論J 、 f目万

じ本航おける lj中紋・法人前 J とし、う、 兄呉'8:.割引仏、:二京、われる

勺グ〉与論1:1，':，1題群との玖:)ねみの山ご、多合なりとも珂惑な{家令所fIび

つつあるように忠われるここi土、1-'1よりも リアリデノのあるi!;二主体詠」

いくに、 方にお l 十 í~) i})、的人間耐」、他方におt了ω 「継続γi、制論/

)そが、すべての法則手荷のJ主催.IH言内になければなムない、 Lいう筆

者千「来。〉問題意ぷ乙川北"かlコし亡も大いにま昧あることとさえるn

京※なおまた(本稿のi'U与の到論的問喚問'1、・弓ト 1 ~土」司のような I--~

事法理日主体系 惜;illにある!いってよ v が、 しかし f1[巧{まl_:~ (九しい、さ

さ止か通?山」づ禿宅な i-]:出廿人F研F究l史と 的阿短向 Lじ、〉いうこと~: (--~芯な苧る治が玄幻)、 主半t苛がは
lぼ芝4判0午余lり]前lにこ〔最吉初の叫州「ヲ究"いフテノf一 γ として取

で、丈7吟通 Uけ， ~陪百 i川l' 十慌主宗 乞治か、形容σ、パ[し〆ようのない形σの〉、 l リI日J司1休uぷ、 J
ない r-)共七U;尚司休」 百詩布と Fそご σの〉パ凋~;]j烈刃言誌5問 E題互の 'ì~究」 そh!止、

/f十経済史 1((位、f等、l)九哩?で n-~ttH，r等を i崖!〆ての、また'吉，7:/1 ，1':右

F 了品同の・オミ j乙げl 十J の主~'l'~~詞干をふくて村治」、 ~1七研究 マルクス・

~lìJ、 S8i3 三S~)16~8



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

l 大塚 1~24::J 等 l おける l 共 IcI休前 J j討究、Iv! ウ工 パ等の法社公

午札ヂヲ三、汚ヴ 1' 'fJi~代日 γ法体系 1:1の法人治部分の読書会、ギ

"ケ・ゲノッセンシヘブド論的品説(あの 1γゲ;{:，yJ (J)ドイソ清原:Jl1
との倍問の[]々/)、 さら(ーは、人民公子十十協同品目介研究まで、のx手:
38り子三]1こlJ次第という江主じのものごあ λ、Lかも?にして忠之ば、い

わば人1;11でつまみたし Iしていただけによ両手ぜなし iも(，1)ではあるが、ヰ司りI

写s~"~おける問題関化、0') • つの泣しとiJ民主として :重荷じとっては思いも

かけず、ノyま去に呼iY起こ弓れ"ミるようにおもわれる J 土佐論、これら

110午前の間活介木研ことの苛に:エ、コ然ながら内容的にもかなりの断

絶同夜躍があるこゲいうまでもな v、ニFであるが、少な、弁もンド品の底

流ιある問題意識のようと主ものには、部分B\'--'" あγ』庄~，~~d るものがある

ごともがどで主ない:

ζH時にややJ~、件:8 1..:(:三、人JT格等σ). 1li: ij"Jft~μ漁村における虐行的

諸権利ない L生ji-"(・生活関述 Y;~可 1:{;.が、明治以降の， "ilcJ ijiJ~ア. ;)，::;11 

慢の統治・導人l ょっ℃波うた変重〉の肘lLi的it\呈をケ判的~l;t点かり拒ど河

11むに総i-，~'するとしづ，~是~t (それはまた、 ITIj ~ü以降の口本同家 ;1;展開的 e

恒足下jネ i 創刊司i~咋今、農十:た Irて悼の慣行自~;Lítilj との対抗とい 7 同点か

ら災!')山ず、そのような志川、でまん、今1]がJ三l突的主，.;之といろよりは、

歴史学的t主義iおいて、より興味漆い研究素材である)、さらにより兄
体的:こは(本稿の烹出である l統治法制論 じ11っし、かつ人公権にじa.!C

して そのような意氏でν、わif「人会憾の組織勺f::f4，: iム :'l~間凶♂刊誌 J

と L て)、「稔有等共j，，1巧有I1う!i~ 権平1能)Jなさ中!.'ー森川;組合等」ない

し「自然村 行政十 ----;';1主r<J 等の法的根:;;0-.制度の汁会的歴史的iF足
立じゃjというf;:t:~引に竿 r; にとってはなお、 Ê，f:えの ~~I~主として科えされてい

るJうにぷもわオしる。

!かも、今日、環境司鰐干、 Jサッ今ス等のすーブンソース、ウィキ

ベデイアのような， :11:1円以」的データベース構築など、 1ぐれて別代的

なぷ現象止の司連ご「コモンズ」が許司されるに至 1)、その所有論的組

織反論的るといし社会基礎論的イ〆 J''!ヶ シ己/とともに、ほめて人会

líi'ない〆共)uJ体 w;;~0) ~;，!. ft前」十1ft;きが求められている三とは、宇田とのl勾

辿でむ :~'Ir:t深いものがある l

そしてとdL'.(i')種々 の諸問主主カらもヨら明らかなよう仁、それら 組織

iよわl論J:土河川l又、 所有;よむJ~，右」と:，，\う、 ftlの、'1'7"-戸身;とって

も年シにの1り「手L5~ 起を、 ， "ー/のよι陥1，乃和く;こ1下うているn

B-2) (ト引 l民事託、押論休系」 卜の法律主主方法論lゾJ問題を識の主EU世トi

止る: r立法・法政策論年いし具体的立法捜言i作業の 環としての位

二日社S8(3)SSJlG17 1121 
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置づけ:

F れ;よ要 jるに、辻、13学が中!こ. .ぇ成cつよおじiL;己正グ'1支持~; :/J:Yf釈H~:/: な

いし Tリヲ~J'i!(p見 性J1I!作業等ノ，の と芋」にITtγるここなしまんf日出l]kr，'-宇

ナ卜骨r:じっ こ;，I~況を中心，t_ 1 ん しトロスベクブブなナバ主的f.}i-決の学の才)~:)'J

じのみ{tずるーと金¥ 出自主し、うまでもなく、すくな〈とら 1友釘が今

E におい L もまさに叫;1-!L Çとの中心、♂);走塁~(C'あるーとは、筆??もむしろこ

れ主イ責松 ~{Jc:: 認めるものであみが 、同;臥まト、その時々の干十余が

提起する J:民支l杓諮祝題・問題にたいL、そのしかるべきl;1i+:.克肢の介

しう、も l筏1":る許止なや3u::女子千な反汁.j)t、山レことどまることなく jめに

可及 (I~J に弓泳l'f';]it~l:'!~ ~ ，~I 丘、J是汗会も Jノて 光弓じこ し 2 く?会 l'l~j な義持

、企業の什公的責任な t ， ぬ、 γ問者の、 i'r;t~与めくる、明也・ m蛍

丙での、紅会的El;f) があるのではな、寸\法体っそは作 /~(~H;I)jl]紛争

解決のうマグ μ、神択守 l なるものは子グ) ぷでLかないJにのみづ〈ノ下す

るのではなく、予防法止ない(リ法::J定玲 政策論lFまで抗出l'か広げて

はじめてその体系的竺結七1:を主う fることがごきる f乃ではないか、そも

そもま/ム 羽生的瑚論的にも、(マニコ/'iν的/'~i-→ハメを J 卜こずゐ 2fC

-JT， if; 十日界なりともかくも、寸くなえともわれわれが 11 指す士2~~ìの l廿昇 f

Lよ¥実定的危γ..安~-r: 1"，、そこで忠毛停，11ていたの Jは、さの l尖定

山地平」の具の姿もみえないのではな v 刀4 与そすの、穴ちらか介いえ

ばt去中'-i内{i的なし、 L 悦:f!J!.u詰告すなr1ij占J芯司、‘意n訴にWIるものでめり、

~::tちも、こいーート号、年前から、(すくなくとも、 ト記 l林系情想 j の釈

にかかゐ諭J斤に刀んして)意識的対自H刊にぐう Lた υ法論的批tlJないし

て足言を千 lへ (5なく kも労力r-;;:) ')こ rを志:1:ljしてきてい"" そL'(

上μ己 lk事法理副主体系 j の1再:tf:1.じたい、{去~~.手が実疋法士見‘内向の存!'Ii

c;i:等に注するごと-~(く、その 7ごた~!~紅、子を泣えたところで、しかしそれ

から性れ7 ぎな v ミ科肢におけ品、体系化作業 ~1-;";凸向すべさであるとの問

呂志設;山々むのであり、まと筆者 I身にぷけるての骨:Dd:':ウH-fi:ミイじ伊芸

ζ v 亡はさしあたり、 !μ巳 (/1.'14;;-倫理1';1;手j引究/:'1ジェケトにおける

1'1の提日作昔、もその伐Iが;jj"'" のものとある〉¥

※生硝九百WJli.î~ に時す 1，;) 立法十 E 口 ジーリス r.lO，j5号 Ui兵)(j午Hl:=iべ
ジJ-，A， λ ii.び「人自制り|プl寸ジ L ケト ワ」キシググrトー fマ抗， ， はお m

~lìJ、 S8i3 三日片 16.:.6



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討(1l

相織のやl刷等に悶する![命倫理基本法(1)J北大法学論集;35-5 (2005) 

245 (ただし後者は未完)0 

-が、いうまごもなくこのすiJ、巾I!i正論的検討作業は、まさに丈字通り「言

うは易〈行うは挫し」の類の税事であること、 1くなくとも理惣論とし

ては、多少なりとも r1'1年の大計」をけきした責任あるJ是言なるものが、

(専門領域での知見はいうまでもなくj時・ 2両次元において可能な限

り「泣くを見る HJ、f提言すれば(人聞と社会 国家、ひいて同然にか

ん寸る広く深しサ関連諸学 制究#憤(寸くなくとも科学的ないし政策

学的悲礎珂論)を踏まえた、パランスある識見のうえでのみ、はじめて

叫能となるものであること(そのような意味での総介の''i:とLての「寸

法 制度論」との感)は、報告者じLんが多少なりとも上記の作業に取

り組んでみて、痛感している。い「れにせよ、このような意味での民事

i法学的課題としてはとくに、上記の点もふまえた、個別のii.法ケース

の、す法内容と制定iJIl科l;chについての批判的検討(ケ ス・スタデイ

とし亡の止法批判j 本稿もとくに06:fJIl:去ない LKPO法※を素Hと
ナる。そのひとつの試みであるが と、そのうえでの民事寸法メタ理

論の構築が急務と考えられるひそうしてまた学問一般のありようとして

も、そのような意;能的努力こそが、す11、等の阿国におい亡、坦論的側が、

政治やトイ益的「論理」に振り回されることなく、それらにたいし主体的

な指;~性(それゆえにまた、学問。(0品栴)を堅持しうる所以であること、

この「情報化人衆社会」の濁流の中にあって、あらためて痛感する次第

である

※とくにl¥POiJ、の立U、過程は次j1[-('やや詳しく見るように、市民団刊、内

でのE見A，Jii..論議、政党|削でのそれ等の内部的論争過程をふくみつつ、
総体としては、政党=阿会議員と市民団体との協働作業の成果として、

止に「議員立法+巾民立法」とでも総括できるような、わが立法史上を

通じて極的て内日すべき画期的なす法であり、その内容とともに、 .r法
過程論研究卜も貴ili:な「ウ ー ス」を:f~1J~するものといえる (0侍îíiJ、の制
定遇税は何よりもそれとの対比において分析されるべきであるん

北法58(3-54:>)1615 [14J 
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0-2 :基本的視点:

A) 本柏:おける日)0豹:.~}、 J うJ>~)f:・ 5キ伍のほ白、:二、し， ~;までもなく、 i-.2s L允

ような筆布じし/し心 校];h'~しての、また 法fヨヂ;l)i究布として山、 段

的な間持問 \e 問題志識によって打t"t，::内には主従引け lちオ L~;Jt泣き才1 たもので

あって、而 νてそれは ォで v寸ば止するに、 (::;1営利綿織法制におけるj

いいうこと、つまり「珂論Lつに純化されたK.':/i-i)、

税lTにJって構築されたニ「口fU社t術。法人云椛とはどのJうなも (i)でめ 'J、

それが可能なかぎ)築 次l と~ ~-~当徹 ，~ì !た非';~;fIJ組織は人以、つl はどうある

べきか」とし寸原理的十日点を明裕にし、その 1-: ~. ¥'，って、 )1<J刈組織 .iJ、ノ、

if: ~jiJ ※をがt -11ヲ休r)毛市に(さしあたり、 よく企く炉も則論削こ ~;r) 完桁宅計

日iし、ひし ."('1た(十日 枯葉する、こ v うことに礼的マ帰着 dるもので志る。

以仁の社~}，\fj心j二においし ~"\~-7 ー γ となるものは、主られる 4 うに「よ正予

?)~fQ 占」とその「め 衣笠」三いつことであるが、しかんばそもそも、「ヌ:

事法問戸、 j とはな}三か (11) 、また、そ九がなぜ l 第一義 j 的で，~け九ばな

りないか (C) 以下 それぞれ5ァ説するc

三ぎな.)3、ここでつド凶干l組織 .，J人いうよ♂きの「法人 といっ概念につ1，'
ごは、ご内外担;円山1:-_'こっき、安定法戸休のなかでの「法人 l 体系 胤&，....の

なか工的ーその(六置つけ、とく J、(公法 平I法こいうl去休系的執念の延長

H あると考えられるl'公?L/¥」とか 4寺仇.1担Ti，'d n~~i'L人ー等弁、
1~事司孔織・ ít 九法制 JOJ流入概念;の院採でどのように:)~~[b:づけるヘきかと

いよ〕問題が、さ Lあ?りますもって論占さ1しん必要があるわけごあるが、こ

の内にず九九;二、い」よじも、それら「法人 lにつし、 (tJ)筆}jU身ι〉牧j，';ィ、

ん児、さみには、市'(， ~っ IyJ、人 J n仙のJt，(Jft・前提:こある ，fi，U;-川、 J
と lマペ体系・州;念じた~，~:_ ~.Jt"、 C のu:tIJ:':内 I+j 怜l寸(あえて九論争先取りしし

しえば、その:':fD的と持.'いろ根本問題が、筆者の |ι 「体系・原品 咋

読l中守的JEWな前口の つム v:将来(T】留保課題~て?をされてい Qがゆ

えに、ここではさ!ホたり、それレグ) I主人J を除外 1 て与えざるを将ない

こと品、お針1)セ主るを件名ごし (卜;~， .諸 IyJ、人JC') :~\7: ~-i (j<j;，J、いすれも、

少なくともその形式的タテスーとしては ，:'L~共刊」令もって景ん公約数1'1(;共

長沼1:'.てし";.';以 、「公益注~ ~(有する Jド u'元日、人とのょ皇河性の続点から、

それらを総合的に悶ヌ'1つけて考察の対象に Fるこ νの必安門会し〕告訴':'!1

:土、むろ λ 筆者。〕間短去識と L ても i うtj'r::~誌はされ、いる v

l~fiJ ~lìJ、 S8i3 三48 )1 6 全



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討(1l

日) r民事法視点」とはなにか?

ト記に所謂「民事以」の概念上見だについてそれなりの説明をうえようとする

ことは、とけもなおさず筆省が上ぷ l民事法理論体系」として構旬、しつつある

ことの本本的甘柿全体の説明に踏みこまさるを得ないことにならさるを得ない

のであるが、それは(上」・近い将来発表予定の) I H"説」的論稿に譲ること

にして、ここではさしあたり、~)下の論述展開の到IYIにとって最低限必要と考

えられる卜品 点に限定して説明を試みることとする

B -') r民法」ではなく敢えて「民事法J とすることの意義

「民法」という、従本ほとんどが疑われることなく他肘されている肘語だけ

ではなく、それ以外にも例えば「私法」とか「市民法」とかの用品を敢えて避

け、強いて「民事法」の語に拘るのはなぜか、とし叶問題は、止に上記「現論

体系」構想の本伝的11，容にかかわる問題であって、決しと単なる形式的なネ

ミングだけの同担ではないと考えるからであり、而してその内の本格的な説明

も卜百己 fl[;説」にゆ「らざるをえないのであるが、ただここで、本千百との関連

で一点だけ言及しておくべきことは以 fの点である:

つまり、その意味するところは、口、典ごと ;1、律ごとの縦割り的学問分野町

境界設定 枠組み設定という|日併を脱却・仏日目するという 般的消極的問題巳

識のもと、とくにく「氏以、典」についての学}という判」組み・観念に繋がりや

すし、 l民法」という凶を敢えて避けたということ、本稿の主也Jとの関連ではそ

れはまた、会社i1、.{，ロ託il、平井種特日i)iLi1、人をも侃野に以めた体系的「組織・

法人法制」前をよj 以上不可避でもあるということ(というよりも、さしあた

札非常利組織・法人論ですら、企業組織・ i1、人前との対比なしには、トータ

ルな，!ti解.iei1tはな 11与なし、ということ)にある ただし、なお此の点l土、

個別の本礎珂論的課題として、とくに全主定以 (学)休系の中に「民'jlil、」を

とのように位置づけるのかという大きな課題をクリアーしなければならない問

題件を平もものであり、そしてまた、きしあたり、本稿の土題とも関辿 fるよ

り具体的なぷ題として、本稿のテ」マと平行してその検討作業をすすめ、これ

また山点るだけ早い将本の発哀を期して準備をすすめつつある「民間一法制E

μ向・干ヰイ写」と題する品主ないし「ノ《ンデクテン体系の創造的破奴ー再構築」を

めぐる諸祝題の村ti:t作業、における問題出識とも閑辿よるものであることを、

お断りした¥.)~ 
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なれまた、 l 民事法 J なる間会;i士、土~.に辺1r実定法のでj序概念ではなく、む

しろ、その|斗在'j~批判のうえにた~~て それを高らえて、あるべき立法 町民論

〈と伊方]ー定イょした概念であること これについては Lid' 担論的問辺同

日問題号?九で迫ベ汗二王岩山も繰り返 tまでもないが、再催認の地ITでお

断りする次第、あるc

B-2)その基本的問題類型:

一日己「民r法J J2論がぢu>t対象エすべき問~-Il干の jijJ\:~1 ヲ整珂lのための宅イミ:'i'~

切 1)I I I :，;:他にもいくつ刀、どえムオし/;;)とくに肢も重要な知J:i1L基準は、[とノ

':? /l、問一上・-tn:司廷に間 9ふ民亨ii;i¥ (及び号 (n::寺殊司，~~に関守る民雫lム八

日則産法的f内倍以外の問題にカんするh:事刊zB(及f)'その判手取問題に l召すゐ

B'j (:1.' ，う問題傾 JJ，~J )が、特にノト杭に間ヌ:~了る組織・法人論レいう

f.!:B，群;ニj、人〆亡{立、さしあたり以下のような、 lミク!1ー♂クワ J. 形式的

実質的」という コグ) I切J)I : J ド最も {"";Jいンレパユシ φ有するものと考え

られ、求刑でも、紺ιJσコ主体的内容部分の批半1;的検証をむこなう本;市部分 I、

日Eおよび盟) 守、ぞのような知見詰的存，~1:iのもとで分以した。

，(i ミケゴ次 1じ 従来も (ζ(に「公正.1T ;EY.;~1、 J や ')1" 主μJ 与と対Jt し

てい私沃民:Ljl'ふ等C')最も主主な情hV:'b~:長lポ:y _.A )1クマー !l，と 3れ ζ、うた、

「ミクリの、かっと℃平的関係二j41音聞の元 J'tiJ~ 終士Q粍，ff+ )---いうこと介 Urf

王室なるものであ乙が、これはさムに以、の うの矧rrr:i，整地できよろ

1 • 1) )、 tt:'j~百 U 山 1 に.ji'j;;的関係:行間利害~r[t; j\査と i了外u，利害訓韮かめぐる

J ・:J;形式初論点、

~t~~;邑 1

記与局間での'~質的手IJ害詞必に泊合拘な院係当事

呂iul持jいj義?寺等ク)1主宇構成、概念構成、占えひ法制?昨

をめぐる諸問主~(

マク I次元 とくに尚l主にシス予ムi口され丈現代吟'}，;において(之、 . .♂ 

のようなミクロ:たんでの・調じと問係当事有向科書詞主主だけで:'I12:)'L，討する

問自は極め七村Jぜあけ、とく ι寸法，制度JVのけ凶jにおし、ては、ぞ(7)Jうと主

ミク G りく7l;(l)~Tr-7i問問題すら、*';雪乍] Iャ l立マク uレベルでの(広義のi:p 

羽町うJC)適活性(口・ 1)、 には体系全体をどのように構築するのか

とい λ こ炉 l口・つ j と悶え~せざるを得ない

口.1)実)i:{a0引tμ 非刈調」続開法人命との閥抗五では、(こくに、，:'i'r 

I"J ~lìJ、 S8i3 三4(;)16.:.2 



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

企業との)J)七におν、て)見事i去組六か lコみて望まし

い右会的マク n資源自己拾を可誌にする根株民的制!皇

詑戸lこはなにかが、 ここでの基本的論点である

(ゴド竺和j)組織。;人人以三角におけふ分官?では》¥に、

足事法制c'i:からみて事態j五千干E0な法人(法)の休ぷ・

組型はどのようなも小ごあるべ3か、がここ C'{I)苧;

~t;.:GZ) I治点である

円. ') :，，;;;+門一八戸」
ι」ーパ'.ツハLl'Jrl:JL':7，

C)ところ守、 般的に円、か古るうまフ丈阻:)~容におい、し 1 )， [なぜ (C 

2;、また情)J:J:引ご l判:こだ (C ;-)，:、肝~ .民オマμ、壮;1，Oが l与さ 共的」

で在ければならな、叶， '3:1 ゴすれば、 b:事け、間点1)'7い)j~O) ゴ若手li点にたいす

る、百u計の「参先J引.!，'..I枠内-;(l戸見JJ!.主UIl宇如何

C-l )t.記 百"';3-2 イおよびn': ~ J.二vミピ整理.-H:~t印された基本市阿倍

詐を、 Jド山E!、川、制踏みiS. ~:合;おかて百件的に保j して 1.-' くに際し

ては、これまたわれわれの「民事法 J 的 J~点、からは、とえに!日1'9勺り

'1じじ1，' のもとでの 政義 市fI:岐・すU、花、子のもとでの制1言説討の万

向け・弓約設にない L，~T価基午、:主力、基本 1:10\ ，~m向 X れるべきであると

{なお その具叫、的民間l土、 [-'_.i6のよ 11こ本訪問:句、工る 11および

目であ.，ためで試みるうc}iである)

1) 組織法的rLCJヲFri:Ui忠王干のfftk芸Lili:i主BIjJ 干れはやや ~-í本(:~には幻 τ

ぴ〉諸段階における組織法制論で"'ぷ・実現されるべきであ。

・寺町J ポラン?アTi-hいすミ多様な1叫恒飯をも"九伯l人の告ヨヵミロj及的

る
4
f
J
 

に~:~止され、そμ/' ，，(l) ノンムン乎プを促進 μ、それをつうじにまたNPO

活動が総体として百件1t'"拡大 k~-j してゾ 4 くことを可能にする lすく令く

ともその:納品とならない 1 相続法制，

継総 i去への設立から r~~--f散i幻皆、その 1子涜 活動口の段階の、 v¥-9' i lのス

プージにおいたも、 )1一志、日治 総会日7lfをはじめと 4る浩成員なし、し|羽係

ド間的(五:g，f，;~bJjr了}官、 :'1"1 市か慈市会ナしるべ九二こ，

口i'jif;llfマ大 ンメ/卜なししノJノ¥-}ーンス;¥?::;:;IJJ ここごはtくに、 Jjご

朝、L役員の、，:，'1t巧 ポランテア 会員宇にたいす心根よじな受託ヲキICIS責任法

また外部!六十左右にたいする問権{主主主τTイ千注市 -:-til)jにおける、勾J亨J~j_iド

jJs 1 

制、

二日社S8(匂 54;}) lGll 
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な意割、決疋ンステムをr:，:'}:ぇ的L実1止する、 Jどのような意味で {宅し叶:手 f-O)J 

しミ」来Rlli1、市小ノ).f吉見が~*望号乞なろう，

ノリ 行政的事l刊;介入・規制η-f，をノトイじ忍司]こ、 Lそi!.-[，'.~-itわる、庁ご誌の， 1市場」

的手司なU、 L 司~)~U"ゴポ{主的対応 L伺J区別くい IdlJ喝;Z:~々い八、〈

は、 ~U徒の !yj-':':a公開休日と評価ンスフ久の存情苛実/デぞの白衣となる;

二一退ιJ、・ー免許'10為にたl吋る寸1世':I担合均対比、」 升:)']1-的以'，c'主的根品川マ

l~ に P し了ゐ Lかるこさ刑事υ、的対応が発動されるべきこ，C はし 1λ までもな

1"ζ'"Cも、法人品jJtの川市目.![刑事例によこ、ミしては、 l可能な民ι、R守i":均

対応'，;'云人格百認等 小法行為責任等 J ない jff:説法的汁応 L否認)カ追

求戸れるベキどあり 肝散命令埠;ゎ1，-1Vx:.i'::j介人;土最小山とに，1めらわるベキこ
と O¥"POけ;のこμ までの施行'!':箔の不すところでも、行政的対芯には:O;:;:iI;t

:'""'1]約限界があ~) ，;'うに訂もわれる1"

c-2) 1なせ¥民事法jL内が第 手生保n'なL7オ1ばならない拍 j は、短く単純
iニないし 般化汁しは以 f の t うなさを者自身の現市主的:~:、理 09 ，8向性、つ

まり、よ:.~2 C においても表じした。うな、宰」干の :]lKこ J て的実

践的問問一意;誌ともT'1，Jjiするとてんの「門家の税t口に対する、個人(ない

し、 f同人!日j詩係とてれにようマ総!))Jx ~れる村 JL) の伺山の、原理的悔

い性」とし lうこと、あるいはまたi.l、律令研究者いLての t'，5己・恒人間

i'!l[ 

渋津|羽1長を恭南11とする民主込t去の、 式実疋{王 f~ド;1'::0)>十1 でのjI点的信 者的

'fu_情づlT JとUう部論的問題:s識と、:二究板前]¥:=(よ;日殺せ 5るかィ与ない

ものではある刀、 でやや以↑糸約(.':~え i工、 ~þ

な<yもj克代干上会iおけるその1三本的i乙i百づけし Lては、そ紅はなik 

:)も治 義的対|会内法本的制度;j:'Jインフヲグ)---~うとしによこえられる

八、':;"Cif:， ':.Jしそのごとは【いわば「以 IFI:教師的論Û~J やもッ ζ-4 i U氏、

てとキばJ;ltf-tJ~千十7たにか uすみ法制]1長市 内!.::fi白存、則氏 E 祁〆，:;~Il:X最尋

の行政の論1コシか、治安雰の刑事司法間続点寺町、いわは l国家(1)論珂J

J ヘ
でどイJ -'1''¥に.J:{tiえて必ぷし構築することの間関注ということをεえてみれ
し[、 11ずからあ九らカであんつ|〆、ある vミ;土主た、岳山主l二十1Vx:..市防 7義

政策上での特許会社、 プランス l午前? ノゾツノー=ジべコハシ~モアルに

おける迂代語只区水政*fでの F 中青戸休 散布政夜・法';1]、わが戦前

な u 、し校 '1' ・戦後新iiJlj f.~汚|での?t伝統制卜JI~セ寺すにみられる、 l 干↑会ー

~lìJ、 S8i3 三44)16_:Jl 
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~平にたし吋一るU;:;2 α〉論洋の段位 J (ì)校力的訪尋問[工、ぅレなくとも J~/'(

Eンドカ指"Jすべ去も(})乞はらえ対のむのむあるという豆吠，，(: ;1'，: ':t:.u;; ，Ii I~-i 

教師」 とし、わざるをi-*なし

む7-)ん 般us:、1人人 e 団体抗告lの仕リ校が、その下j々の〔匡永
i羽係ク)1'り帳、 こく l凶夜帯 J)じれ構万三ないし引 C，的経済自七帯主計二

渓く況にそ三れること、〉乙、 μ、人 '1封休~'"~ ~Y， ，-c cコ;r::詩的J世振がしifしiよ会

イデオ口ギ 的政治的色彩を悦びわずいこJなf も、歴史のなえる Jこ

九であり、それ古手ri こ;正、日~j"7í' ;立川 I~二主主ι乃研究対象/して、又、 f走者 i土思

想史的研究対象としに、三重要かつ卵、 ~，fi" ν ぺ、のが￡ることも、この際あ

わせてmfl首仁ておく日、安があり行

のみならずまに、 J~\l~i，，~よれば、わが院におし 1ては明治以係ノi'[]7なお、

準計 11身グ】追認をも}て「れi王、|コ〆¥独特の「附白人(格 l 論的傾

向をはじめに寸 ξ 巳本泊料の r-u、人司(，::~ とi，O'f'戸べえ ↑子犬1);反凶救
向」が、いわばわれわれの体質的マ/タリテこさえなってしるよう}tz
われノ、 rけに、そこからの脱却の止めにもこの「民主l、根占の治

は?なお強調 4ーる首義はある Jうに Hわれる:

つまし出c'J!)r C-iq!λ特の1:・，1、人 l栴}凶UJ ドj制 ji;jをは二めとす

る I，"1 +:~!i~特の i 主人側主:J としては、，-\ tあたり f列lえばlJ";，' C)上うない

くつかのイ¥:j丸山「坦魚例」を♂削7ることができるよう:思わずLと※

※ただし、以下の総合;;-8i)U早川↓は、あくまでもゴ巳 民事i']-J~_ ，l，~lJからの計

面TI ・主主FJ; ごあv)、ぞれのえの土~純化 問{ヒやえ才lな，'こと、 'f1片日身

も向註はしており、まトなによ:.')も、ここでもifr呼の什会院迫状f日の

りíLùγ4:イ仁は t さま I~ ，、、とく¥.:..1990 t;':1tのこの国の「ノ;プJl民主 l

以問、すくなくとも営利企業をめ.~主席冷 l土、 l グロ パルな i↑I晶化‘

芭凶競争:[ーのなか?の企業1:手紙寸j ドフス寸ソクに激変しといること

もJI'.J知のとお i)じあ..て、そしてより 椴約!.，-~:才、ると τ ろごも I 理論

か「立支 にはるかに「迫L';むさμている」というりに況、旧来的ノ、テ

レ才タ「プなパラグノム tこ安出すと「jコ論 l汗Ei~~~ I土I:J:尾2E を山手

自立に玩時1 ・}~析する心す，-) λ しない、ぞの i現実j に討するJi'i'導jj??ミ

:にはいうまでもなく、 ，tJfi、Jのがわ7)'Iろのレ頼性を低下させていると

い品、とくにIS;)O年代以降嗣苦な傾向存、われわれの，J宣言丸山7ゾ〆ー

ムワ クも|吋題疋議等も免れてはいないでのないか を限れる)い

fiしにけよ、そのよ 7な忌叫、でも、ここでも、筆官ルしては(人間「

二日社S8(匂 543) lG(コ。 1 eハl
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託公をめぐる、住の少なくな、、ii↑waとHじように)言1よむもとくに、 IJ:~ 
J巷 l の附託と E 々:主日 I~;'R'主に己-tfi 玲~~~を続けごいる具政の士(とい

うのは、，:;:見句」がすべて市!.，?モノを止しく広く深く;'1，-(いるわけでも

ないから)の日を、最も主Lにしたいと与えている。

現象例 1 〈叫、人情ぉf-_C)御墨付 _:J ;}0 ぜ~'j{; . '_::7: ~ t止め

121] 

開百すれば、ほ人(悩)合めぐる間選が、 l法人|きそ付与するものと

しての同記号政府惟力〈当) 対 1'7されゐjiJljシLての弘人・民間」

というタ 7 の・垂育的関係、ま I~: (~，各持法的規制・，'fJ型‘統治 fこおけゐ

tす象範|内確立のためしJ行政・ロ 1'1、U{;桜山においてしJみiJlえlろれがちゼ、

ロ民引fE・7打域的関係にまJける「浪記織がめぐる内部中]なし J 〆;1外的立、

的当苧昔湾関係干1I止苫の前主主技術エしてのiJ、人 Iむ前ム L、う、 まさに 1 記~

事法的本 ]i"Jj)i_点からク)氾悩があし Aまし、になり ，;fii!専に!:;.りがl:"，な傾向，

lかしてこの知1"1合助長 官党せにめたu、た1I1説的要I河 e 背をうとし寸は

さしあた:，、ま~ ";}稿。〉ヰヰ也とも河品寸ゐト jt:.O)よミなJ守主」行J荷でさ

るよう;思わ札る

(a i I f凡~~;-i詔;としての法人(格J剖庭J同・利回 つまり、~:~ :' (，i) 

I~:JI甘い'-j'jしにおいても iLf..{汗収得 手I];IJの動機の最たるものが、

節印国 J任，f~苛?のfëhô，jf去であっとと ν もう現実，

(ロ 1 :営利法ヘ 税法，税引士Ji.むとしての会祉の法人什什)

ヨ立り， Jl~家 F

U: 2)非符千1;.公芥1t.、人 a一九十戸の日l可3;に上る付，-が17i人」
':~~苛?の侵 j日記市ij とのlË品、またはその別抗と主っているこ

ル

! L I非，--，日(公証マ共主主)法人d:¥i:没|市 lこぶける¥氏法ー じ3/1下での

明治以土の、プぷ」パ各毛市特別d、にオ二ける、 '~_:_{!丁タナ告:11)の ':'0)j 

計ドj 十j{ 'R 卜Hj!~量+友{後述判例 そのも〉では、少なく Jも

法人設止の段階での阿~gは民専 Jj法的 fiO~~ こはなりえな\-，}ι、

ri-il、人グ)剥抗議il、仰なしい， t 三官・行為;)、 ú:jl;.. jE:~規制・ 1主B の I11ル:こ 1J~~

Eえれた沈ililなし什Jその還財(とくに行政安託坐ゴ己利!t、への坊ff

¥' -~土、た[り 官説話、合等の官詩的 J正配運用、ここ出土、内

部ガノけンス等の凶迭も、主ノ'jy宵l了ぴ)l&i~主主如何という行政法レベル

~lìJ、 S8i3 三4~)161)8
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σ) tl"-]8J(.こす岸湾されベコすい なお三じの市:はなおさら ※ e 

摂なおl'J.J:.(j)こ::¥二関迎仁て、わが Ct..(U:、なし日 tt脱法j 公i止法人

;;:~計北海が、ぞの r;~成四長干における官庁 1-_'主主、 "r，ま的特-~::[ (~ L 

Lの縦内Uii的‘ 011統 1'1なし当扶庁日1といλrr![!{をも〔ていた
といわれることも、こ?で銘記される必要 !̂:it"λう

なおまた、 十百i:~<:;亡と cn均出におけるーコの明日とに亡、市民IJ

'i~与の'i ダ とLて、 NPoi)、の制定温存の ま:::.:二主主状態託と
もいうべき初期段階かコ 貰Lてr¥POlJ、の成立にι字ヨ:)t:::核的
政身的、こ|百わってきた松照明心、 NPO法制定後川区説、二三に円売ij 

111(7)、下E記」♂"，/-，止/-，点「

昔-cもないfだニ:け十Jに二、 (どの程!えま℃その妥当泊I司令一般ノ七lうるか
はなお だの情況が必要である Lはいえ、}傾聴すべき g~" 吋 Htlヰ

ふもる〉い てよ 1，'であんう I ， I ，L~; 剥 FH f'NPO i去コンメンタ
.il/
r 
(1999イj、11本評論引) p581巴(鹿説会 1'i':Ie:発部分、

1.勺if";}:、Cσの1ワ)t:':民;?υ法)，、 . :;公E 九桁干訂iLυ、u，人、況h叱-グ勾〉学?汗「川刈dの〉月庁'~:fR ~ 乙つ》寸託、 とくに、 7υi 

?告キれP以亡事局Cの〕笠日記己:竿主主実E務σの) 囚干符キ」 にイ依衣拠lたt併4利がfお~1"むJいとCの)j指行

fぬ;まf、

?叉i云!;.ごjÍ，;:法人および特万]法ノペ訟法人し、寸~:..-についごいでの

王嗣度じたい、な"しをの政策iE:C:.tJ~，士、 f8~人，~i. 市 Ilí去と Lでの法

人総1寸ワ法な」通し組ili1 長、 T'~~、(波市ìl;; 法、税件、な ν1，何々の桁

均イト等優退指世J ~の百台lら:素が f寸シセ! :、 Lーな〆 3て'f:::rl丁縦、けれの

もと:"~ ;街く t いう 1J:i土巾 L，ÚS'::;-UI比 (Jl~の出(土、世手IJ以、へのム試合 t

j七較してもλJ象的であり、それを切り出 Lたものくしとの NPO

0)]荷i倒的まA)与の桁悩」

現象例2 「契約の延長1:L亡の仙人 事匠織」といろ担摂の坊己 LまtL::、iJ、

人 組織論!cjコげゐ認~'Jf，'KJ型的札lUギ・国慨しl)S召さ)、つまり、惚殺人-

Jよ+休による 定の組織的手空言。日討につ主、子ぴ)仏~tl; 切なし、 L 対外的

法律関係を、&;くまても桐ム、な¥，，複数主体!日j契約め延山として f契約

If;Z引rヲ囚炉 不司誌な主括合行代替予段\~: L -C)、司桜なかぎ:-， :-ÿ~約 (T】

論域的 l いで込j~寸る}J i白rtL ;hえ念・意n誌の Lベルi，-':'::1-;>'"ι てグ〉みならず、
~~市i枠組みレベルでも f の lj;;j 三ということは、 (;:::ú、:1J 火正に J，，、て l桁

性的自IIJJ。も l契約I)~， tr の延長絞 L: 二 i; 佳づ;十。論議円主~什はと

ちかくも、 'Tくムも)提出Jこそが、民ち(1)、の左;勾 )正占にあるものごあ

二日社S8(匂 S4J lG(コ7 1221 
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る以上、 K手法有f、j からみたわが約締i‘法人法制同企‘論}グ)税

ノ山""'"巨.河主i'{{l.とL、も挙げることがで主ょう※，

の有限主任を日rlí'l~:二「る l、山手↓t

として、従来わが凶で{土、土ι 唯・伝人 J治的観念が以い v て lうj
問先メオし ιにごと占った告とぞJ担有民責任組i誌ないしμ、制 Lただ J山のん

は、後述のようにとくに泣持、 了「品。寸法手で

守刀11メンパ八万純組業占山

け

有

利

の
ム
て

よ、

古河 I~J_進民!-)弘引っ

つあるこしは、 t主巨 uニイhiずる)， 

J~'rí. tlJ枠織ツ，野 法人倍以件以前の非自 H荊i織につ3、HJ能なか3

n契約以の論J午のなかでl孔即すると vうIJ:I山τ、とくに 非常手1;山紹

介明約」社、庄の}jf旬での米成熟 E よわさは、単に「権利能)j(

干削とき紅戸・ l吋出 lの午、 ミンノfだりの問題ではな l、ように忠われ

。つ
その古最lあると考えられるもの]

それは究極のところ、円、人制l'止をふくめF可与え・叫会的構成物全体:こっ

き、それをい1人 I~J契約関係に還元 L ぞれしを町、白こして似合 ~J~.詰化し

偽主主しようと 3る意此的指向性のよわ手、也人f:./(. 契約 五一l日伝統

の可号えという、 ]:: 1) ちが民的なよのに~，*有ヲるように巴われる(検:百ヲ

1しi工、つまりそれは、より 放五J次7亡における、かっ ~;tt~ j';uSレベ

ルでの、われわれり lお約!万四J的矧ィシ 意w訟の 1ri;:与さ・~~さ E いう、

'D~ 八 J ンベ h'(乃長正 11リなものにJ~j:2 与れたマンタリァとも v うべ

きものなのかも Lれなしゅ通

ぷ、ただ'~ (お4そ共同事業・共i町活動ないしldj}J的入会的組織とるもの

が it:土史的にも今日刊にも、止、前理の次T:~におい、も、匙if;喫約:'(1

凶作院係そそのフ ;.1トタイプこ1 るもυに£る Lことは、設しけなνと

ころである，.ても)矧織・社、人会、単純 1._~ ;~耳何の「延長j としてlJi'

え必こどは、とくに、大規校・公同タイプの株式会辻と v、う現代的現

象とのI~Ø辺では， ，うまでもなく、公引を 1契約の市 j と見えることの

限界間需洋とかJ契約視結中間期日坪:'tIJ合管起するだけでh、
;';1:;理論的前桁~ J)ト欠くこ ζ;よ、生存主においても+>J' ~:;'~ ~_ていぷつも

Jであって、 c三本立の指tt);;は、 多のような限定つきのものであ品こ

とをお削り 3ーふり逆に、あ

~lìJ、 S8i3 三40)16同1231 



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

現象削3

世!l -fi ぴ〉法l~.却を発展さ寸る二どなく、:J; Iてをめぐるま伊I-，I:-!地を凶人‘
81夫人間のほfl・烹約与の延長線十じ処理主LょうとしたためのれrJ;税

率もこの kこととの問辿で出ョし とおく ，Z，'b.:-1J"ふうう

「法へ (M~\ ァt論 JL F;2・法人論J) 的問I~ ， I J 

そもそもが会の組織的1¥:¥担1・11業をめぐw る校三は、 そのに計十 11:1 と l~1: 

0)組詫¥.γ、人法市:1にたいしても多fーな二 ズふよびおこすものて J勺ノムニ

土、合判所主力‘宇楽のよ品合は¥.うまごもなく、非常手IJ;:f勤・字菜の場合

にも、いくつかω平怖 :~R ;'j かんもおわれると二ろである υ しか.~、わか

戸jε:ょ政レj'.す '(.L~O)担ち、五 1); な v' し (~e 汽干:Ji :_-Î育方における)り ザ

0)閣も、ともすれば法へ惜の附危に拘る傾向(しかもその法人のJL!??・

効果レもに、 f りらかkいえば阿 的で多禄性をうくく阿:'-IJi、すくなく

とも上己 ~ji式士一ーズに;，ê. える~+主で平時;~令前な法J又持J-' ;j:'jC;-，;-去の関誌

や泊:1にする志iム17)匂ljかップこよろにおもわれるり

(E伝的事例 Y して

政的，::':'1土、まさに上正「具象例.2 として指摘Lだよよ!な、必約

自0l法阻 ~(ût_lf.r))枠の公かで(?) (<lJ捻な|去りの)込即のプf:d]のおさと.. 

1ことが挙げられようが、 f同川 e特珠l作;こは、 をれ以外にも、たとえ

ば筏述 。G{;，i，'去 ~j，!史」における NPOi1、の川容的批判点 (J) .) /: L 

、一挙不・ 3言摘 Ltc よ~， Iこ、ユミ同のNPO法制定過程にJ3しλ ぐも、 Jス

コミ l土..，うまでもなく JL守家やNPOH1苧)'，::，;ク)思考株式にお v、l'1.)、

r-;1:人住」グ) (祝日..な)B'Z i尋在以内て詑事iμ1り寸るごとき諸識がす

くなぐないという傾向があ-)/:主うに思ねれる(行 CL二万こシは、

f友;七ω ょう l 、 I~PO':; じ U})活動にと勺て、う夕、くとも NPO法!川1

"首 ~ìJ、 34条のカペに凶まれて，}、人慌を J校J..>d )去なし Lごとが大主な

山;;:ftf't::;::ill1). r~~:~ 号 iムトJ こしマあ!)、 lニにでのカベ心打依するものとし

て、 11;i毛]，r，!li)j-----lからのニ ノq促される形で、かつ、 :tl民と医会議

長どの協i可作業。JG!i':J:として"l' lH日、成立した、とし:うことの、幽

則的意義をEtL_めるものでない干と、いつまごもない，1.

そして、 ζ¥にそのこことの間述で lまた次造 本誌における06締法

批判Jての認哩でも)ここでさ古げておく必要があるエぷもわ紅ふffJ!.的

i ピノー ドと μ て、大 1ト弓 l制定の信託伝f-j_lにほんの欽筒条、..こ l泥

二日社S8(3'S3D)lG(コ5 1241 
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サ屯ノ ι 

的に設けられる L いだった公益信EL制度炉、(，8JtlH イ|ノ-'~:7)公t

u、人のプミjJ終lf問題等が[，，]会とら問題と与れマスコミ，({;JN.;'-)ト1)'ら

れて、公iii:?'夫人杭Tii兄直しの動さが孜前部内でも山亡さて、それとの

間足台公tH"，託の右「E性がi二日されみに烹り 1 昭和;)%年には乙め了f主

主主イヨ~-Ei'){ ---. {4:寸Pl¥外前首※/建設アrv:七ilされたとい λlこと、つま
り泣、制ιÍ"~~)01註年間少公くとも三、~，H口託についこは、ミーの許可'1可j は

例jもなく、その作自二じrぃ;』れられ ま行l司、主すゐ主主任官庁の|期連

規則すりたIJさされてこ士治 たししベ、?でくべき75実むあうしかか

るII廿配ぃ及ぶ休日制J、さをもたらしたf手足ー妥i可[立、もちろん、単純

一点、ではな v であろうが、奇くなくともでれが、ト而~ r /l、人的一正論」

的傾向を物品るものであるこ」は虻いのないところであろ λ(なおこ

の点;っしお ζ:二、公主全信託炉最も湾 :~J~十干のJJjぃ 111 出法ノ\と乃休/手 l 巾女j

rr，といッ手日山で、後J~II-l で千寺区-;" !~したい;ご

し可サマ仁せよコの I法人 I，A;告j 元論」こい今 総体と -i.いi忍

i!、定・公認制l又と Lての「引、人 ，_ OCÚ七に ti~る傾向l之、ト記「現長問・

!ないし 2Jζ も梓県働問i:~ずるものであるが、 くに

〉川 1'1 を ~-M うとえ、子れは、わが判明治 l 近代 j 口 1 家川来の民主7一世、制グ)

止成 反間過桂が基イ灼に、相会の現実の必l正にいJi}~ . _¥1法が比えるか

工ちで自刊山l日発的'!t成，民間 L ，ものレいぺよりは、し (J:'-:j r.，~' タト

古川かつ 上から j どいろベクトルのもとで、そのような意味でまた

.!tl~ 1:上的動機のもとで、法成 長|羽Lたものであるこいう 干の瓜の， J.li 

ft l jに事法制史全体のありよ与とモ泊代 jるも(7)があ今、つまり法人相l

肢が、社会のγ、部から、 rか.，、の之、要 :.:..38~! }l-C:;'J発的向生的ぃ生成・

展開!たものでは争い、二いうこと、ひvミてλ、長官ヒてわカ I)Ut 凶

家(における甘 えの宍1~~毛)のありぷう担 inj という周知グ〉長兄 1:1;;特質と

呪沼町Jには品速するものがあみよみにおもわれる ;，:.TPOil、制定的歴史

的吋義はこのような忠則、とも青"討すべきものがある)

※主お、 ii1J:夕、協-;J，bL今ーが公よ~'i下計第 rjと1.、外務2ーから守i可戸れ

るまでの~l科ぞふくめ、こくに'ー下リスの)ーショト lレ・ l ラス!との

「円台い、向然保~~fl):!霊trl-の珂わりす、(この「会話の掘り起こ

L と、その辺論午~~*1こに、パイ寸←ア戸」功紋のあコた) =:;1-]-1賓のIj1ij:涜

~lìJ、 S8i3 三品、 1(1)~



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

現象例 4

;:<~ '~とTIi~l汗動と日 ??~tT;i[ 法律の側旧から J北海;自白iffr' c'J企幽11ヘ間

ぷ有品川手ヨブル 「アスにをすすめるために 主:1庶180平方メ ト

レ7皇訪，;，:，'，j年記きン〉刀、ジウムの i'2 ;t."l:_~ (昭和三日年干IJ) は、 lr.!.，?貴重

な歴史的「ロ己μ」といえよっ。なお、イ寸ð~0な研冗 L して、 LLi'l'官 u公

訴法人と公訴信託JI (1同o丘、~i.:J.:-1'1 -r号lAJ参照 J

r-tt#=手段ーとしての丘、人 同体の 主体化 i 己 t--~ ;'内fuという倒

5Z傾向

上記}民*-判IJ' 2 I 指摘したような、組紋・出訴を、あくまでも伺

人間勢約の延長とし亡、喫切の論引の!で処瑚する方|戸j伐の苅さという

引とは、ひいてまた、とく l法人なるil?L念.1:;1]1支存、-41:，7権利・義潟な

いL;i1-1 の+~.);'J~，~をう日1;'']'; Lりに処理 f る f めの ìJ、技術的'f~立 09'宣旦{冒頭

ryl 同 (/)2二ピグ 7 ムが:~~恥的:ニ )::1 べる表現を以コてすれば、「中味のため

とlこ冷却l討に手段'r，1.対主主化Lてと片えものではなく、 '--i:H:人
や契約))，Je;に主主体やもって尖古し法土体と[て7了動するアプιl1)な花

LL .シ L'C支える旬1('いマンタリテいも逓じるものであっ亡、てれは中

に会長|等の組織・ Illftiこついての 牧人の怯J計是正に.:h動絞式;おいて

のみなムず、一千千種i.1、主主九1連災お 11、首ひ:，，'-ciLW学等の古5LU(J忠孝牧又

~ .~-も 17亘書喜氏汗 8':;::: ":日として;jえさ刀たくノヘふ:し、主るこころ‘思い

ち ζいぬ形で組をd-¥'-，ì-ものであるよう i 思われる (~i)、入学説 l の先自主

じ~てはめればvミわゆる法人実ノ「説{的傾向)ぴ)明不‘六λ示ク)支配であ

り、しかむそれは中:こ u人l にととまらず国家ii 制l支 般のらい念に

つきム.，れる ~O)傾向性であり、 Lかも、それは、 ドイツ法人、了'目立史

におけるよ二な以・ロ マ示、以・ 1同人主義等のだ l'nヲイ話機を欠〈、そ
のような意味''(:l-;ij白的「法人実ノ!矧 lともねヲベ♂ものであるが。)

それはまたi:2.に観念レペ i!-C)問題にとどまムず、 μ、干|会学γJIャいえば、

~f~1 人二巨 lt :'J'Jノ礼点地らは;:1:1(: ]本社会にお町、どなおJ:J.iQできなし" 11[ I間何

休 J ぴ)民グ】(J:;えて口えばケ ι1 ですら、先~F主ぞあ db 〉筏能 r内側荊\-----タ

ワマ1'，主刑問先r!: 灼マンケリプ l ぴ〉間閉山宇こ、もある

しず11，¥せよこのような傾向l土、す¥?なくとも、契約在主主jム・ミ〔点こ

して担えるわれオコれの「氏辛口、夜口」から rれ!J 長(I!>lべき :J見士

;幅約ur向?でのJ悶1:1ζLLノ，11なおまわれて1.')必泣かあゐと訓コれる※

二日社S8(3'S:;l)lG(コ3 1261 
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叶究ノ ト

※わが凶において現実に法的社公的に存存する法人のうち、量的にも圧

倒的な数を占的、かっ経済的・社会的意義影響力という占でも!上倒

的な位置を占める法人形態が余社、と i)わけ株式会社 Lただしその概

念内容は、さしあたりここでは、 '05会社法」前のそれを前提として

考える)であることは、いうまでもない。そのような古味で、上記「円

本独特の法人脱走、」とその具体的 l現象例」も、厳伴lには、なにより

も先ず以って、この会社、とりわけ株式会社をめぐる現J文・論議に即

Lて論a正論定され、それを中心としそれとの対比において他の法人

形態も分析される必要があろう。その本科白Jな検副はもとより本倒的

土担からもはずれる大問題であり、今後の「組減法事IJnJI究」のなかで

:主化されるべき腎保課題であるというほかないが、さしあたりとくに

卜記「現象例 4J との間出で注Hされ、この場で注記されるに他する

論稿 論議として、(従来、主として経済学分野で展開されてきたい会

社の所有支配」論、ないし(その一城としての)日本剖{株式)会

社の構造・機能の特殊性をめぐる分析・評価論があるバそのイラ体的か

っ本格的な検討もこれまた将来のぷ題と L-C情似せざるを併ないが、

さしあたり現段階で竿朽の興味を惹いたものは、以下の一人の言有者の

ものである:

1 奥村宏 (1995) 法人資本主義の運命E 東洋経済新報社氏

のし、わゆる l法人資本主義論」はすでに70イ|代からその多くの者作

によって発去されているが、さしあたり、本害はその集大成と作世

つけてよいであろう r なお CJ且代思想J1993年12月号所収の「資本

中認にとって法人企業とはなにか」と題する悶服野氏との対談も参

8~_) 

2 岩井克人 (2∞6) 会社はこらからどうなるのか』、平凡社;同
(2005) r会社はだれのものか」平凡社 (後者は、前者の補足的

論稿と対談"己斜をふくむ;なおとくに前桓は 1，，11¥;0)I株式会社の本

長 そのi1、律的構泣と経済的機能」大塚笹二郎他 l現代経済学的
潮流 (2肌12)J東洋経済新報社、引)()2 第四市の「人衆版」ともい

うべきものであるが、本稿ではさしあたり、この「大衆版」のみを

引附する，1

まず、奥村安 (1995)について。

ト記「現象例 4J との関連でとくに注け tべき田そのJ:iJ.長点を要約
すれば、以「の如くであろう。いわゆる '55年体制J (19S5-93年の

聞のわが政治体制)における「政・官・則の三位 体」構fEのもとで、

その経凶成長第 ヱ義を王として担ってきたのは、わが凶独特の「法

人資本キ~.会社本作キ五」と称すべき日本型企業・経Uシステムで

ItiJと58(3-536)1602



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討(1l

あり、しかしてそこではl比するに、少なくとも公開・大規模会社にお

い亡は、その実説的支配が(個人・家族、機関投資家、経常者、従業

員、国家のし吋本れでもなく、なによりも)法人(メインパンク グルー

プ事業会社等)株キの 支配首I~(としての株式を通じての、親会社に

よる子会社・系列会祉の支配、グループ企業聞の株式相互持合い(十円

11支配・相 11信れ そこでは実質的には、どこまでいっても究極的

所有者としての何人株上にはっきあたらない、そのような立味で、一

部企業集阿の代表的法人の支配する l法人資本主者」であるというわ

けである)という株式所有を辿じご夫現され、その結果、その系列(タ

テの結合) ・持合集凶(ヨコの結合)の外仰の投資家・林土は、何人

株羊は， ，うまでもなく、機|場投資家法人株主等も会社。〉支配ーガパ

ザンスから排除きれ、株式買111め・乗っ取り対策と Lての安定林ヱ工

作が可能となる、というわけであるわまた、そこでの経営省も従業員

も 'il、人の頗をした同然人」であり、そのような意味で「会社人聞が
H本社会を抜li?する」二会社本位主義ともいうべき体制、別言すれば、

自快人をはなれた(寸、必・水還の存也としての) ，法人企業=会朴そ

れじたし勺の 人歩きというポ態が現出する、というわけである〉

illlして、この奥村氏の名とともに名向い「法人資本羊1G・会社本iゥ
ーじ義」の刊、制こそ、 卜記 155年体制」とそのもとでの的異的経消成長

を可能にしたもの、とされ、世界的な規模での・この11本型経営への

賛美論も 部むはもてはやされることとなるが、しかしそれは他方、

80年代のH本経済の(株高 地価高騰を中心とする)ノミフやルを:主主起

こす つの要肉ともなり、 90年代初頭における、河内では、そのバブ

ルの崩壊、政治における55年休制の刷j罪、また位界的には、間年の冷

戦体制の終結、グローハルな市場・企業問問争の展開のなかで、上凶己-

U人資本ょ義のもとでの市場の閣鎖性、官僚県市IJの栓枯等が机判の的

となり、そのなかで、 辺町・上からの制度改革とともに、法人資本

ーが誌の内部的解体・変化の動向(持合比がの低下、系列国I~lt、会社人

I~Jへの反省等をふくめた、広い日未でのイkJ主門編の諸動向)が顕著と

なってJj!u:にいたっている、というわけである。

同時にまた「脱 土装化社会」の討しれのなかでも、「六スト法人資

本主義」のh向が模索されざるを得ないものとなっており、ペコペコ具体

的に奥村氏側人の「株式会社間JI支のあるべき改1Aの方|白j性」としては、

{同人株主の役活、株主主権のf缶百、会社民主主義=総会の機能化、法

人の株式所有 制百持合いの規制、機関投資家の育成・ 1:rl-1生化が提唱

されるとともに、とくに、い大株式会社の解体が;;;:1，11査ときれ、それに

代わる新しい企業形態の重要性が説かれ、その つのモデルとしての

北法58(3. 53;)) 1601 [28J 
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叶究ノ ト

協H初台(上凶己 IJjHi;，¥lj、;但」座hiTでは、スペイ〆・モンドラゴン協
同組合の 金融組合をも包摂する先行事例が何介され亡もいるが、や

平自突とのj誌は免れない)、総括的には、「人I~Jの顔をした企業 会社、

実体概念としてではなく機能・辿動概念としての会中十」段が追求され

るべきである、とされる{

他h、岩井克人 [2006Jによれば、古来、法人0)本賞をめぐって、
それを「実在する実判、=ヒト ~il、的ム休」と Lての側両を強調する ì1、

人実存Aと l名目二モノ二存体」としての側同を強調する l法人才l日

説」との対ウ・論争が続けられてきたが、氏によれば、現実のU、人た

る会社にあっては(組合契約叫共同企業形態とは異な川、独立の法

的羊体・栴利字体として、モノ(会什資産)を所HL、契約し、債権
者となるというぜ味ごヒトであると|可叶に、モノと Lての会社を林ヱ

二ヒトが株式を通じて所有的対象と寸るという意味ではモノでもあ

る、という「ヒトーモノの mt'fJこそがその本質とみるべきであり、
そのような占向におし通て、両以のìJ~は 11 拐可能であると同時に、他

国そのような意味ずそれは、ヒトーモノ峻別という近代法の論理を捻

るがす情造的本件をもつものとされるけ

具体的には1111して、株主主権=所有の品埋の貫徹をもって基本的特

徴とする英米型l資本主義は、 M&Aに典型的にみられるように、 i1、人

のモノ仕・すl日説を刻実化・極|則じした形態と与えられるところ、し

かしそれは、卜記i1、人の 面のみを肥大化させた州埋的現象であって、

所有と経営の分離という現実のもと、株主王1撃の田保によるその必服
をめざす、コーポレート・ガパナンスの試みも、エン口ン半イTが象際

的に不峻「るように、十分な機能をWH!iLえ「、会社=株主主権論は
伏してグローパル標準にはなりえないと与えるべきであって、これに

対L、戦後日本の企業 経常は、アメリカ的をもドイ Y型lでもイタリ

ア・韓凶 戦前11本 l別問JR'jなものでもなく、そり粁済的成功を可

能にしたものは、会干十制l支のもつト記二重性の本質を混在・融合させ

たところにこをあると考えるべきであって、とくに、それの実在説的

側面としての持ち株会什は、ヒトとしての法人がモノとしての浅人を

支配し、それを通じて可能となる支配株主によるピラミァド以支配、

自社株所有 メインパンクを中Jし、とした相11狩令いは、白己支配によ

る他者支配からの防衛という側而を持っと同町に、「組織特妹的な人

的資並」としての従菜員を、外部の企業・株主によるホ ルド・アソ

プ問題から防御し、企業組織に特殊な人的資産の投資を促す役割を果

たすものとし L一積械的にE下価される〉とくに、情報=差異件の間171化

競"'[1を基軸とする「ポスト産業資本全義」への移行・転換における会

ItiJと58(3-534)16以)



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討(1l

ネ十組織のありんとしては、そこにおいては、カネ=モノ=株主の飾情

よりも、ヒト=知識の制値がコアコンビテンスとし亡重要化し組織特

殊的人的資産の主't:llが高まるゆえに、 Lモノでしかない会社よりは)

企業組織そのものがヒトとなる法人実在説的会朴形態、従業員の長期

的亘献を促「雇肘・報酬システム、株主主権を弱体化したところでの

11本型経営組織のんが有利であるとされる lなおまた、J-eによれば、

株主のための利潤追求ずはなく、会社そのものの存続・成長が宵己円

的イじしたけ本的夫社と、株主じたいが存存しない NPOは、見かけほ

どの断絶はなく、また後者~ WOは、自然人の化を乗り越え亡存続

可能な・不死の存在としての法人1，1j茂木中の肘史的ル ツへの「先組

帰り」という側面をもつものとして、積極的に評怖されるが、この部

分は、 卜記・民村氏の協|可組合評価の部分ともギ)人の・ 1国松の柑rnと
いう意味では興味深いものがあるとはいえ、ここでも、いささか唐突

かっ論証不十分との感は拭えなしけじ

思うに、営利法人たる余干上、とりわけ、物的会社の極としての

公開 大規模会社をめぐる問題状況の恨源にあっとそれを本説的に規

定LTいると考えられるものは、なによりも、そこにおける一つの契

機、つまり みにおける私的利潤迫求的契機(両度にシステムイヒされ

た投機的利潤最大化というカネの論珂と(そのための)所有=支配の

論理j と、他んにおける社余的・公共a'Jないし司経済価伯的契機(会

干十事業のアウトプットたる則・サービスの字受音 泊費者としての人

I~J .社会、 j)働の坊としての余干上，ひいてまた、資源供給市場ないし

製品流通販売市場ないし資本市場との接点でのマク口な経済的ンス

テムl防関辿等等)との問の、矛盾・衝突であっ亡、而してとくに後計

の制収からみたときの、真の問題の所千1は、株式公社制度なるものの

中校的契機が、株上・投資家による、有限責任市IJ肢のもとでの投機的

利潤追求にあり、その論理のもとでは本来、従業員 消費~-等はあく

までも「外部の存在」でしかなく、また会朴債権者との関係では株プ

は、有限責任と資本市場での株式譲渡をつうじていつでもリスクから

逃げうる存ιであり、また執行役員も会什じたいとの関係では常に利
話相以の立場にあるということ、而Lてまた対 社会的責任をとるヱ

体も本来的には不刷伴な仕組みであるということ(執行役員が責れを

負うのは、 iYi-有の論珂のもとではあくまでも株ょにたい「るfロ任義務

のみ)、しかしてまた、現札社会における会私法人をめぐる立の病理・

危険といえるものは、私見によれば、 方における昔話・干段としての

法人という方1(ljの徹底(物象化例、¥I&A) と、他方における実体

側念としての会社法人の自己目的化・自律的i生動(物j申化)の傾向。〕

北法58(3. 5:B) 1599 [:10J 
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小説のお大:1J![i芝という、 見すると ~~:'f'-仔反R0なベクトル. )J r-q-:O) 

動主とみえつつ、本来()~: -j人去と L亡の人間ぞ会(哀の意耐と rJ;牛

活世界}という組;¥からはも こお味」と fW」の関係Yの辺転 倒判、
役者自体の 人心さ ζいっ占では同恨の傾向丘、土いぺ点;ーこそあ 1)、

rfj 湯治+:ij~r 竺そ cn ふとでの扶式会社出l肢の必む巳不 f; ，丈什シ 1" う J:尾実l 均

与「\心らとで、われわれに求められている説副;土、上υ己:!;~f[型・依除。〉

可及的除去・ ;lf.減という七均ン}・〆¥ス}内訳是互にあるとし寸¥ミ℃

あろっコ

ともあれ、 r-~'~の主うな会忙をめくるた本U'~問題占は、まさ，-組

紋法制論 'í':f~之の根幹(レくに{主人制度 ) (=A#; わど〉司連少して /r~t

C)点在;こ伐されて いることはいうま?も IJ::いが、本清でもとくに此淡

の総括九万Jご、 気しあえ i)dCi%Ji"1'去の検討すの関寸l七におい1ごあれ、可能

なかぎ 1I、それやi世し勺 !))L，itて険汗円史なる深化やはりたいと43えて
L、る

c-3) しから I~何iこ対する(民事i去の) 第一義性」であり「優伎性J か?

l:ul 

つまり、 h:事点的組J円以外γも、羽織 法人法制l'アワ。r::-cfヲゐ三

めの同点は往々ありうるが、それら他グ〉諸促d出の"ι、いかなる侃点に
た i~ ¥ ~9- る :*.1 係で山、如吋なる↑目別的根拠・烹村1ゆえの、民事法制1，，':\(1) (士宮

乾的If第 義件 なり I俊{心一件」か η

しかしてこの「以事法以外の諸況J口」努も多F二号憾なものヵ与えられ

心のであふが、以 Fはその弓ちとく ι、以 F グ!u6r~i訟を巾Jレと非常

利引締法制のiJU'I[恥検討としう本iidi(j)ム忠にとってレレパンン が比較

的白いこ考えりれる守-liI t足山」し)ぺち、税制f内j足r11 (イ/\~:ìJ論川純

点(~ 1 )、行政(:=2:刊企Jf旦点{ハl、 M主眼!，，~;i的犯点{ニ l 川、 4 つの t}[

f、をl相次rじまげ、それそ"nを 記「民ポがて"下兄点J から}.-'(ワ上う i位

置づけ 河係づけるべ主かにつ兵、:::t:柄。、ウ場を明主か:こじた ν、{会話

ふ、|、の桔 11j f11 U3ろち、とくに豆'b:'1 のたかい均出 税Ijないしf7iji

，JJt~点〉の認係 l ついては、J-: / ，二文展おけ〆<l:)Hifi)、号IJ7f..までの「目

')2.:ない LI"ri;:;'王川疋j直径じたいり検，，'jのなかで、ややたイミいっ六批判的

検誌を〈わえたσ? それら関連i2Sivfもあわせ参照:されたいj

出，~者続出j のっち、~;に陪速した伺J白 l ーかさ 3 ても、 般に、任経~: 

íbU夜組成における実定法令 iないし号分Wf' CT) 法律~:;:: I においては、民事

~lìJ、 S8i3 三:l~)l 日9x



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

法(学)組士主l土ν、うまでもなく、それ以外の法(学)棋決におしミても、

それぞ;{e.の諒坑にl司有のrl:fj 形 トんj容におい亡、当該J令等の酒用対

象の把握，池山 |弘主竿江主):::jrμ象主体J f.li樹、当戸支法令 f の権利義

務の J付与の1~iLt . ;出定ー限定予(法的+1t誌ないし捧利主il 諭)をと
うするかが、立、疫不l可欠的問題しして存在し、そ Lてど見:、それぞ「れに

回イJ(!)、 i五回汁象ないし法的一主体の収定与のための尚宏:。つレ ムソー

クを七って νミる、二とし、 1まごもなL、

そ1てそこでは、多くの25今、 IV人人たる何人とならんで、慢な立1同人

の染色丈一る、凶い ~)Ii，~での組誌を、その芭;r対k:"ないし 'ìJ、的十件」

F して措'l-Et十ざるを符ないこ炉周丸¥の炉おりである(州、技法における

!考1得税(?)場什(7)f個人 l、法人似のj持f干の「法人 J 又、各廷 l業法 に

おけるわ政説明lの，&)11"，2えとしごのl法人刊苧ユごすの対象としてのl法

人」など九つまり、各法組ほは、それぞれに司有・独自の実際的制点・

円的(iL!1'術的活式的必要 "t と、より'j-~n'U~政治均寸的)に適合的な「組

主ごいし法人 J慨去をもっているということがマきるつまたさらし、

非日f"ìJ:人のみじ ~~J~;-eしとも、 と〈に土見3D余Lにこ及ぷ件説t特寺E引別日川1;υi、;にこよつて
設 J気れた公訴ない!し〆 l叱七凶丸詳干勺Y法去人lは止 それぞオれLに 1-~1μ川U山川~'-I有 j狛江lい|の十村ヰ|的刊.r片町←J了「
をも tち5、J不ζσの〕ようなZEE均州えでも多悌な視点古か斗らσの〕アフ口 一チ治が2弘';古白戸で士あるυ

イ)対・桜前j的視点

/ー 1 同胞の釜;J・IIJ1京、論11;の|裂〉亡

a; .-J~:Û-fiJi;と人法制」のl斗、主ご従来とくに J抗日主 5れ、そL-U記 、郎新法

成どのI開段階でさしあたむもっ Fもす出lな政活論議(工、その税(IJ:，;をめぐ

る論議であって、しかしてそのやや具休出Jな内容は、 v:æ-0-~σ);fuì 占は捺

裂し、あくまでも、さ !J£たっとの実際的且丘二論点に限定しぐいえ iJ)

卜記二点の前点l以Z主主主iEできょう※

れ・ 1)法人税|宅近; ここではとくにゆ営利法人・担織にfいする)

il、i..t:{，えめぐる H~: ;L~1 f佐世、つま"、 J早川・ッド日正司?とすべ主村5か、

収ええ三耳;:-~~射抵の渇イ干の l 本土専;:-~ 収毛主宰;，~， C)ftιj'-:. ! 0_)現半な

いLl，宮守 ~!II.~çrf fJゴ中u的~ci }~: (:な7').); 

( a・:2)寄付悦悦|叫涼 ここではとくに、ゴ1'1苦手;j ~11織 a 法人\の寄付

な L け〆~，:J tl望等における、宵イザ汗 也始者等0)預I:C) [町得税 u、人
悦等とめ問述てホ ，fl:1視優遇~~[ii芯どそるか、公共ぷl者;-}:)¥、慌の寄

1-1 1 1:(入 ;;;:Æ~ をと:， "' るか 警がE字l，~，となろ"

二日社58(3) 5:;.:.) lに97 |むl
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※ただし、五己日押収 l公ぷ{子人ね引の動|μl その出命的背宗と体J、前位
者づけ♂検む， ß志川'1~Mf;'t3S号ム肉以 (2001') ([刊誌!主任ltよ法'~会2C前

年よjとの~;1::-fーママあゐ l ゴ?さ判決人と税(})有{/:~諭えとシ〉打、シ

ウム，:;:~日，)"し、 14 内部竹忠告はそ(})結::，，[iI8S部分会担当するもののよう

である)lL上記「手 引を扱う斗成 7年・政府;H~fl~rJ ぃキンググル

ア千三( (略称) ;-iG本的与えノJ を検討素材とし℃、そのftSh:tdょ」諭批判

題のiv: ノ十を i町Ml(:~ に主主到するものマブあるが、それに j:iu工、 lわがI(の

三~.:":主法九税制あるいはゴ 1 "B'示山主人税川~，~どちらかとい x ば、-$-なる l 優

辿措置」の問題として)'d ，j けられ、祖{，~~ (n-~~hU f~;~L'~分析の対さとから

はずさ札てきたr、勺ても iiS百ではなし、 J (，p 1) ，L-2:.ろ、，f)ゐベさ戸Z

~;I:i (l)原理的-;; 1古1;1 としむ手、「との苦3)>~'fヴが本~iH-!J:-:わ tう l京 ~iJ反似の

問題c'J;; 1)、とじ〕f!!日Jからが政策税市:J1こ仁どの1昏i出始出丹市けであるの

かこい 1た意識のもと C、これらや明慌に|メ淵」し、まλ1'1当引法人と

L、う 勺〈乃往のなかでの訣訟ではなく J C常事ト二クタ 税制と非合手1;セ

クタ fj~~:jlj ，:: l-，今 つのltを 11;1，;万三しながら一公託生八諒干~:'回 )rj':j虫じり

王子ふlìlJ0 な.!+組l みの牧討舟~);<7)'必要ごめる、と ¥P:1)、その dλ な鋭

r 1- 1 から、む 1)空」え革にあたコて村，す手るへ主/~自立(I~J な v バ --j;~]訊{内部覗i~ 台、

!liJ，占 1か::-;叶;札口:25までを)ストア Jブレ IJj1 ----s)、戸車五えペースl品 E

紅kft.i!、む1論〉し寸総論」つ;合長〉拝命的おd白 iわけで、それくvれコメ〉ト
を:す 4" i，~ C ~)， r-;。
ごのrl--i司;抗告除外rJ件;N:'J説iFワ'1'、とくに、 i白人 l寄叶)な'，'1，企業
lノイランノuピー)による fr・公益活効支長税制存ぬう政ナ討に史報111
なl-.L増#良)，1午出告は、 L;己筆者の創;埋外手した つの論点1]10)a . 2 
;土として院わるな、のであるが、それ以外;二、羽・消費f;;f:-mも報
;Ilλ了象とされていて、各詩的にら上~ê つの~~，I:X日夕、レこら重支持 l立がす下

(，するごとヵ可主わjしる L

1 、 r:!u-~-せよ、これら平寺下371 乞ふ\め、 11， Y~りかぎり -C :i)) 専門

研先者の論イi~J を、 t本似のいわゆふ: K'Jii}、的視J口からーのよ二i に受け

1Iめるべきかについτは、結述(ノ 1) -:f令ところを多照f

とごろごいうま t 止なく本杭 l土ヒ記のような主主 :1;リ諭~:_7j官設立ち人ろ

.:) ，l' .~ーるものではなく、なに上りもさを者自J;J さしあごり、そ万能力的資

3
 
1
 

ア什もな'.'-'"こでのわれわ札内訳にせはあくまでも、 二れら干i!. :;J:Jú; fI-~Q}f・

必読と ドヨe，~宇U;:':0~~".~;んからする組織・ i1、幸:J反論との、めるべ三

日係如イl石を、われわれの対吋つら判{在に j匂ここにとどまる、

この ]rhJ-?tU)関係如何J !::~，寸司建設定の辿旨"咋計としでは、非常

~lìJ、 S8i3 三山、」日間13:lJ 



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

引t云人をめぐる1むの論f、・幌北I_j_lでもとく l二段制の|州出がこれまでも実

際卜も什とも大きな関心アバえといて陪しく;主主義きれ ζきたことでもあ

り、また耳~ (.~- (1-え述のように苅新法(!)制定過程，-おνてもこの点が Lす

くな ¥kも官、見l上れifIねじれ J な v 、し「漆小1:も~，;;:-tべき)少

工からず布、定的な/ムパク入を投:1:-，'ーとになった、との思いもあって、

日11IRてrru州市 :二ぷ較 対間公れるべき{臥の fきれて件Ló としと兵ッ '~L

に、 この税引町:]1'Q 占~.'( ~': i)あげ、 をの言者のある、き|叫係祝日{吋わ↓1"1恥

--cおくべき、実際l円なL しょ甲論可必盟十午を痛感する刀、らで__ p-;る

そし七(いわば I77わ1もがな l とのJ惑と主ヘもなしパ 子つした京会ill.~ドJ

問題に-~;íi て J:1;J るのは、ここでも、とりわ(-)1' j 会=民干の Rc泊 iq 巾~~~:';~

インアラび〕 ノT_'ゐJド己府'J，'，HI能・基本バ、#11:(OG新irがヨmすべき本来の
同様はまさにそのようなものであったはFであ/0;'の末完菜;あた、ては、

ぞれが(まさに白i 乍余前付帯丸になる民本üJ.: る民 i.L，典 ~Q， 'J_í~ に代わる e

/「絞 I百年の人司関わることであるごけ仁、ぶ質的;豆災 Vlをもつ

もの}考えるからでもある u

ir:Jしにまた l上司「あるべき関係如何 という同に対すやj われわれ

日ほの i'，，'t.スタニスば)桔吋jl'l<j 口行をて:で子め先取り的にllJ円JJ~-t

るとすれば、それ iょLょするに、u.，のよう I二命題化でき上う

Jド三和w、人以、常;H土(託手IJi.l、人以、市1:，:なムんの信 託山には他
ならお見事沃上じり長-~器内制度J....:て位置つけられるべきものであ

り e 誌に背1巾J との持活~ ，1，こ j 弘、とは、 ;;:~l甲約五~~においとも叫間的手、

元にお L ても、そ~i ~ ~土、す〈なく:もめ一次的には O~剥 8-:;iM 点~

か V_J，;~附さ才:.-l-，そのよつな己味で、 され ι 民ナ卜u、L守杭
c'i:から論議され格築される丈きであり、件、るfえに、その法務.hi: t~~ 

のつえに、その税制がjjlj7~l論議され儒たきれるベミであるし

この命日E 今さらに烹約的仁守解 υて*::J~ すれば、 それは変ずる

に非常利法人法悦の論議回折梁::_13ける)rっ伺点のI似Jリ」〆豆

半法的札山ぴ)~(} • ~'(性汁くな(ともその段|年十ぐりW.判的視，'-j の出

人0)干i;' ~ -~ーと'.'うふうに日"斗久去ること dでミよつ J

ノ.川「荘、法(民事法) 砲は J 関係につし、土 t ワ論議の~~次j己レそれぞれの

比I'IJ日V検討、ここでの叫し正C!)::夕、Tr;J) :J~ ~三

二日社S8(匂 S:?D) lに95 |壮l
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¥ a 三)ろで土乙;:jfLJ (，たいしそれにたt，-~る l 谷 j としての---'--...L;~‘わ

れわれ向弓グ〉ムー張 スタンスをめぐる前議J は、よれを型的j~_， -tHじす

れば、そのよ~;代には、 般に l紅、法 iなdとし民事tと〕 とtWへJ ;~H 0)関係

立111'1y，、へ、 )，f伝子、)~;市な L 、 LJ~-ぞ:f;~~~'_l- の ("i;:京もエ f、(ニ+;~リ、学!の論

認の 7i O)長請のある J 法践的大:IIJ泌が十~~えている lこというまでもな， ， 

ところごあり、苅 L-Cij，;fiμょこれまた、う寸る大問題全体や江接tEうも

のではなく、あくまでも、 手(まじめとする Jド日不出 1，人?)~Jt-IJ • -;'r 

こあたての荘、法(叉守1

1主l 税法 l口|叱係:江 南につ六、刀、っその，'Tにワいてのわれわれ円相山・

1タンスやあらがじめ l反設11守に同時l予するという片11"，;にとって4ノ、誌な主主

同で、 之た~ê'ill O)!晶子ふれるにすぎな¥..¥，

(以ーニグ】ぶろに限定された杉[;:J対象に j ，-通ての; ここでの論議・主張

につ晶、さらに仏、ささか咋誌LJ!~ に Pyr，士 lこし亡おく J怯要あり、と月内

われるのは、それら論議岨王張はあくまでも i記一つの 次元 ーとのモ

のとある、土しうここ♂であノ、

¥ a それはまず、明別 実定法解釈i舎の次元においにではなしあ

くまでもす立、制li品川次 JT での古者の明!;fd宝!~::jicf :こっし、でのい点

むある，

つまり巨音の次τ::Jé い"正、 if;~Ú、片在、a、 i ないし弐'')iiJ、)

の羽係j立L何;二日1h之、鮮烈;阿約五抗弁‘論議として、 i正宗からも、

とくに税ij、のiZiJTl 解釈にあたっし火定民千i1、況からの I11tnl 

概念」的活111 ，解釈えめぐる訪問也、所前権~財産棒刀私法形式

的帰属女:1↑ロ1i，f¥'U，I!つ，iel;mi:の認係、私iJ、!のすJ式 e 吋J!えが1;，長宅

1E 屈さたと与えりれる.:~~)白ク)税伝的汗fiIIi如何(7):lij l;;U (ひu冶てま

た、:ミ背~"U、 1::il問慌の革本lJJ':'村守主:1101 と l ミう γ、記-税法グ) :~~釈ぷ刊に

i唱わる向日Eにつき、ぞれ子町型的枠JJ:司11てなしt.!::.j引iTJi:iH内閣

係としりえるのか、はたまた、特権問符扶刊を力r:;主Lた、しかし

あ〈ま?も 泊の慣十字債務 ~!j 1，ý~ に偽担してこらえるのか、という

同知の議論) :宇刀、論該当れ、 主ア二1で;こf毛布μ、C)j担jlj， :'17釈におけ

る悦件、}の関連 .ftf世ヴけに河 l主す令指問題など、詞言。〕採点で

生じ心力町君、問題i;:'~レな< !~，い」と、そしてとく l こ前者乃陀~TI午、こ

かんしてはf)，1，法'7' 実???に五ける、日川、ク)~(ì.iJi表 検討の帯債カ行

~lìJ、 S8i3 三28)1 日9全



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討(1l

存寸ること、同加のとおりである※。

而して:1<柏がその視点設定に降して明確化しようと fるのは、

かような現行実定法の個別解釈論次元の間並立ではなく、 (NPO

法制定や今|則的OG#JiiJ、におけるような)現li'文定i1、の改革ないし

あらたな υ法・制度論の局面での、そのような意味で、あくまで

も現1J実記i1、をは在れた次芯での州TIの問係如何という 問題であ

る。

※ちなみにここで作意すべきことは、税法|の「法人」概念と民事

以トのそれとの問には、そもそも実JC税は、の次兄におい亡もすご

に両省は、 (1虚別というのは-;=rい寸ぎであるとしても)無税でき

ない「断層 不連続性がイ'(-，るように匹われる、ということで

ある

すなわち、いうまでもなく、 J、人事w、の納税五務者は同日IJとし
亡、民間法・各稀特別法等の根拠法規に準拠した法人格付ワが基

礎ー前従であり、そのような意味で法人格の得-1tが法人税法の適

川に直計していて、ただ、法人の種類によって、常利iJ、人等の「普

通法人」として原則諜税とされたり、 l公益法人」のよう fご原則l

Jドぷ税 (r事業収採」のみ軽減税マでの白川見) とされたりの主主興

がもうけられるにすぎない(しかも後首の場合、外国の例におけ

るように、そのための「資格承認h式」つまり税法独自の法人ス
クリーニングが1JわれるわけではなLヰ，そのような起味でまた、
税法上の l法人」概念は民事法を中L、とするそれからの l借刷」

概念である(税i1、に独向同有の'iJ、人」概念定義は存在しなUリ

というふうに(さしあた i))断ぜざるを得ないであろう ι

しかし、仔細にみていくと、(ij、的概色、 般の「円。(0的相対性」

という 古味では当然のことながらj丙x.の|刊には、以 Jにi刊不「
るところからも窺われるように、微妙な差拭(1断層J)が存ιする
こともむ定むきない

l 法人税法上の l法人」類型(とくに、公益法人 協同組台法

人 普通U、人の類担分け)とそのカテコライゼイン ヨンは、税

法独Uのポリシー・考慮視点にもとづくものであろう，

2，とくに、 卜百己 ri1、人」類型の っとし亡、 定の要件(しか

北法58(3. 527) 1593 

もその「盟件」の内科じたい、確止した判例と考えられる判例

法理!のそれと比較して、そのごく 部を取り込むものにすぎ

な¥.-，)を光た:r'iJ、人格なき社団・財団」も「みなLiJ、人」と

[36J 
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サ屯ノ ι 

され、公全長{子人等と Icl憾のも弘、 (1収託事業 J ~9子符課 {)l~ ;ただ

し司H-'-'-C;-苦悩11、人必」りをうけるここと pれごいること そ

のかぎり lまたは、-(i')+:え慌てやすで';， j 少な Jとも法人税技 、

;')~)\.，i小r;右，:;ll: はL 寸 )i ;f r~t1己」されているにもし 1 える守

百してさえ[ このヴ(土、，くな¥とそ〉民事7:1;下去よ!土周知の
組 L') 法人格な吉村 1'11 ・則 l 江 l こされたj長令における 1云午j.l~! ~ 

[1'1むは、主計、とい、たLかに官及的じi1、人にス)1-'い方!υ1'1キが江l求

されてさえ、とはさ(あたり芦fても、:とノへそのものとX;-f戒す
円い 7ところまでは行ってし々ないこ ω は別らかであって 1ヂろ

"C /j: け札ぱそもそも本稿が取'!上げるよ λ な、中 ~:i主人;去の I:flj

L ひ v 川また記法.3'Hさ~~立苧ニ新勺己主制5[2いもつながりうごう， ~)た

はずであろ) そのよっな居眠じ民民(.1判例 卜(円世人概念と

のl刈には、 l断層」というよりも l色裂 ともい斗べきものが

イチするムl.".-て上t'よ~" iこ士、わfνゐ、

3 のみならずまた、 :.n{i王人税法上J))r:;，:Jf!t してク)1王人(t?f)
概念的意AJ)・，'irHi:ないし市:引と こし aう( 同誌理矛門とも
いいぺる}現象動:rln，j:、とくに近叶のいわゆる ~長組織力態

の多様イヒJ I二対寸る相悦i:t~!'rH芯:こも看取できるぶろに忠われ

る ずなわち(内田口、人段階に設でLても)

3 ょ ノ， :"'-，:-手、:Çf;I三両l 動化法にふる引→疋日定~.~+および投資

tム人μ、による J生資11、人グ)ょっに、ペrスル (情'lX:~奇心世ι jJ 

主体iイキヘU完結主)出法人:二J¥っ ζ:二、設現;;，j-事:こしとのJ主人
はあ f までも使:uば0 7f~.T\B'~ なむ叫、をもつもの("~過さない略

。~? 他与でまた、 7壬凶組合(現fr :ハススル ~~税j 、 ι ど

く!こ1去人;;)、品業Eでd>-jるli，今ク))1芥料相会等0)従来引の半業

組織法態、そ三らには、 8:..1バlほLL P (有|民主任事業寺nfI)や

iとくに、ドl幻自イ|己主 i十一 新信託it~での) fô;(2~手の新 I二な事

宇佐温織形張、なhの組織形;，主の卓;要性の増大は、7足早川に(j)、

人怒紅可とし寸形式では士<)実質的主主組織体を è* ，fì~対象

として長"似する tとのu実的必安牲を小峻するものであ h
ひいじまに、合名会主_.， úH 会ネL 円ぷ !~kTJ L C)等の法ノヘ

訣税のギTi) lJ(，¥k.; 1_ても、JlI!台三す手迫るものである;

7百Lてこjしらの勤1.1.:土、な;よりも、苦手IJ企楽を中むと

した平来・主II紘反聞における、法人 L悩J制度をも 川内事

業弐l暁:fJI当共 立、技杓としごとムえ，'S'るそピ得な vι経済的 ~rn:却

と、法形式と ~1ï1えっス 1 や中心とした1m税~，?，:t、判 実務 ~.C) 市IJ

符必虚どの、子l百に2f.~fì ずゐものど L て性首H けるこ〈て刀で

~lìJ、 S8i3 三2t;)1日92



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

きるであろうが、いずれにしても、ここでも見事法的技ヴか

らのU、人付与j 市li卦のir置づ;十との1C尚!(:'l~[ロJ は FJノ[しがたい

ものカあるぶつ t¥巴わわる

4 そしてそもをも、 a--、人税の恨拠，':1'1 についての問加の~fí:JIju も、

そ J1を fl~iI..I ifi 与に;:õlノLL て把持 L ようとする絞制民生九、主な lj

{( J) に ø)~ カれ、またそのよ λ な法人本質論か ':J(1);，古認ではなく

υ 人の詩吟|巧主ム会的機能 j、態刀 lろの持者~f ，J けがむ]追うふかれると

いつこと、またそもそもそのようなぶ質論に寸岐fえした前)~~品子何

引のJ古実的~(i常 1I ・ Hû、問題の j"'7芯ごω:、L7;.S -i:れら 1:1i1~li:-gj

;，]炉内密Ji:な1，足:五月Lレi，〆シ をもって、ぬ~) ;1互Lt;I工芸され

るiJλに凶、われるjという事虫、こたu叶¥布悦法における「法

人」概念じといの日義.u!.慌つけが、民事世におけるそれと説

的にかな h呉なるものであること少示唆す。もの"r'あるように

もEわれる w:tia、問述内問題でi記 不賀市J がでてくる地
合であっても、それは与くの場合、現実J)刑~解決との i剥:~:~，:'II

のうす ν、11段目 lー当 Jヒレト j ク(ニオ H'ないとしゐλifHlttjも"J能

むあ h、主たそもそも民守ri'1サイドにおいて、は一体とじ この
ほ人制::主的国法技術的小μJ欠性が疑われるこ kはありえな

以土いささか長そと、 l実疋法解釈論はこにこでりお象外で

あると回りながら、また専打料のlleか紋')9"，ゆえのE以降 :!r;:，埠鮮

や憧れつヮち 1 主主主制税法争中ιしとした I法人J 純念の汚刻、汁

を、民半法との汁工二，オコvγどi+;，LL九のも、民半け、的視点と悦
法W]枕イ)，どの間的‘実7r，;:'対立vdでじっ「断層一の仔在の指摘をi毘
じて、われわれの・土~r. I 1:医z~ lI J (l)示板のための つの持設

均すH与え」とした， 'とい弓，(;:1χι 戸るよ ζ っとカずら、より打:-~~バ Ú~J~":(よ、

千:布告・桜1叫にJ勺&Y/-:. I十1--1タイトル」の在J;!.r汁からも.fjl.主計iできな

い荒本的芭:Jt.不U去をせんでいLK考えLからである)

('::1 • 2) それはまた、事実の次 -_;T~ における両者。):勾係の訟;誌ではなく

tE範 :'i守判断汗{iffiの次正iの(刈 j干の l 自_~:)JI;J という L張である命

そもスも三三'liiJ、サイドからみイも、税制 相i'}.、の也容立::lrlが、

辺約・取引、法人同組織、町?与・ 7ff附・相手~~~;:をめくる社会的実

態と 1-(の法のありように11夫卜民'"'インパ夕、を及fま〕、その

内r~ を規定づるよさな t~l!，，1 ごあること、また辺に中i たの慣Jの、 y 
」

く(..::@HlシそのiJ出'1:立のあ :.'1ょう出{吋が松市'1のありよ'.を土江1Er

二日社S8(匂 S~J) lに9; |犯l
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るものであること、これらのことはここで喋喋するまでもなく同

知の'11'文ずあり、そのような立味ず、すくなくともすfだの次冗で

は、民事法的問也視点と税制的制点とは、 '1峻別」どころか、

相Eに深くかっ有機的に関連L合っているといわきるを得ない

(それはまた、近代凶家における謀税体系じたいが、凶上己の側的、

財貨・資げの保有、所得 利持という形での保有財貨の増加、保

H~j 貨の譲波・取得、ひいてその消費という、 連の経済的則貨

の静態的ないし動態l均価イ山形態を、その貝休l内訳税対象とし前

提ー基礎とせざるを得ないという本質的構造からくる、ィ、uJJ世的

相互作「刊の 環でもあり、ひいごそれゆえにまた、法人のような・

社会における基本的諸制度を、社会二民事の抑lから {X~ 五的にア

プローチ「るのか、凶家~t見出jの相IJからアプローチするのかが、

社会=民事u0諸制民構築における規範的態!ぇ決定の基本的分水嶺

になることともなる!c

そして現実の寸法・政論(ないしそれをめぐる論議)の決定過

程においても、とくに(本稿の主也たる)法人・組織法制の分*f'

においては(それが 般に優辿税制と関連することが多いだけ

に)、徴税側にとってはその民事法的内存如何 Lかの USA各州

における会朴U、自由化税争け九ct-'to the bottom)を想起せよjが、

また納税慣~にとってはその税制・税法的内容如何(わが凶におけ

る多くの中小企業の川、人成り、の背景にあるものj が、大きな

関心事たらざるを得ないことも、歴史的かっ経験的事実として、

われわれは知っているじとりわけわが国においては一般的にも(ト

述のように)法人をめぐる意識・情念ないし行動隊式を規定する

要因として税の(負担の)程民如何が大きな比Eを市め亡きたこ

とも事実であり、そしてまた具体的には、今日の.Ji国利法人改-革

をめぐる論議の・政治的動liU(課税当局のl且則・訳税方針ととく

に:¥PO等市民間体問!の反発)を大きく主計(敢えてつえば「迷

走・混乱J) した安凶も、それと椛1Jしてなされた優遇税制如何

の必目玉であったように思われること後述の通りであり、そのよう

な自味でまた(既述のとおり)、ここで、「民事法的悦点」の:t}(に

立つ先に(それとの対比において)この「悦法的視点」を採り 1

ItiJと58(3-524)1日以)



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

げさ乙を↑与な t、グ)も、なによじもそうした手情認識を釘京とする

ものごある烈U

内してまた本格が阿見!lとする {j~ 三、そ(7)ょっな事実認識~81rlJの

次 yじの問題ごはなく、あくま F も、!目の「止;(<<2~古・立;~:， ~j-!j :.¥主論J

L二Jコし、て両1j-(j):主j 缶、を[主 1型的にど(/)ように 1;占;F~てコける f きかと， ， 

7 われわれ円J.;干のJ1!革HJ ゴ l駄目的7::-プ支此 >i~ ~II{守Jの問題とあっと。そ

こではわ才〔われは、事実0)ダて7tにおL十品 ¥ I同日のよみな J 干E勾l司

:ì~::':'干の自::;Ë~こも河わらず、も L ろそう P あるだけ:それに訂L 宇ゐ

つJい〆-;;'i:づージをもっ仁、この両者の峻別、し刀、ち民事法的視

O，(I)鈎一義什という入夕 J スメト堅J，j.--4べ主℃あると号去る I

誌な討、午;'-11(勺 In;=;会紅i去l立法J長在論におしても、ペ f スル
の口県f訟をw;待しとの '0本版 LL仁J¥-0去が、出'1'でそしつ ':n待
が税務当局によっ三社 J絞された t;li 呆、急主よ ifiI.詑~U;üSj~\rイ沖を
も〉士、 台 Irijj~壮 ;しての津1:(が和えられ、 -::-iU，~代わって別

注、':]~'，'fi LLI'J 七る有限立1:宇装組合が，i;Lfヒされたのだt
伝え乙れる 3 てれが寺実であふとすれば、近刊の常利法人J.Li去に

おいてすら， l是々のf--.;i己採 ，~i からは、いれば官Je青山杭凹ともいう

べき現実[ド，飼いJをす?取にきるこいうごとになろう

(a・:3)それはまと li主動論会いし税制詰?あおける) 説自在l力な v、し叫

Hi-:lJfz議論次 Jじにおける 1仮ではなく、あくまでも原理的理論的

な、そのようなぶ味でいわゆる Iスジ論」次元亡のものである、

fなわち、T¥J> 0(;、成-tf辺!'でも、，b-R5S仏|勺誌でも政党間ご

も L~f~!J:'波〕い論議の対象亡なったように、 N l' ü の簡易法九

t~ Jl'v.:~~ú、主 J0-;支坊とし 3うIi'~のためには九時 k も説市勺没iJ;論議は

長しあたり抑j十げにして、従長(1)諜揺れ:>主はあくまでも附民IJない

し羽市決議に問主化宇ゐにこどめる 「一段~~~論」)か、 IA重ん資金

的/:;~}~ ~二悩まされ亡， ，る実|怒りI¥?O-::--.lGO活動にとってね刊J

俊治ヌキの山人的引っ守法;よ片手落ちであり i ，:，j---J~' やー私としたu、

制J;~~実現す，\さ}与えるかが附也 l なIl、そ L て実際の占法的経

梓は日じず?の方|九をとコ允わけごあるが、いずhに日-、そこ手の

E前二.(tは共立的には -i~転調‘戦時誠二大じのものであしそもそら瑚

二日社S8(匂 S:?3) l~λ。 14ハl
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刻午)1伊J目的~，= ~:営利法人法制 L お L て氏主民法と長引・ l~j白法 Jこり聞

の苅係をど 7苓えるべ主か乞し汁、 νわば スジJ誌次疋の主党山

からのもの"C:~~な刀ったうにおもわれる。抗してヰ干高カミこニで

考えているのは、いうまでちな〈後手干の次yしでの同震である{七

七ん、 NPOj-去にとどまらず、悦制J‘財政にC;，);:I1~た政府 e 。法

論議がしば， JZ政治的訪:I-1J なし川以策~~>%芸訪 υj ひしとど政争的

色野 ;ニι:tiされることの多しこと司泊のJEiりであり、J:Wfi
0J(i[‘妥当〕ているよ，[木l可税引 税i去の内存も、そ ι乃rl"，¥々の卒者計

約山政的ないしT)(ìh'B~等の治状況 要請のもとむの、ぷ相肱・ 1二

張問的妥:h10)作物とし l成、パて νるものであ:人決〆てスジ論

一一一宅、会Lて剖り切れゐはどよ孟ねなものではな C;ことも 剥n.:O)事
実「あるが、しかしγ くなく r もJ府知lヲ，:11ニ乃ぷうな字、珂J;':咋ス

タ/ス刀、iFi~ .J S されなければならないであっ λ; つ

1記'+.I;.主」の恨t1&-:}(.jに Jいて

上記 土張 j プJ¥以上のように、さしあたり改定詰;夕、アじでの規範的珂

阿古川↓.JIi'eょうるとして、そσ、収拠づけ11:1Mと1寸 iゴにつし L ては、 守じ;こ
卜記 l 次元」論の ~;G向からもあるほ夜夜われるはすであり、いま 5 ら ξ

ので当化l~iY!をニレコムに:克明宇ゐ必更もないぷつ:ーもおもわ1しるが、

敢えて今ここでぞれを情出に整岨Lてでτすとすれば、以いつよよな (a)

)j-71、は〕グ〉諸点

リ ，品、和、系的原珪自':;jト当化論

1記ょ1:1j{.Jの根底いは!もj、::[--，1主の非常木'J民間ヒクク の、京践

的な u、1"理論的位置つけιlriltが最iJ松本的には、回芳?なし"i出家:主体

系全1ふにつして σ ・われわれ円専の・卜百"主ナ'i-Ü~ff~~>体系」の在R./.'、か

らすみ根本的!v埋Ó'~ポ"ンー{光磁的には円五:J)~尚埋にたしする似人 E

社会 民J(乃詮l平内優位什)トちるこムいろまともなし iが、〉ノ;こベコ

ペJ具 ft:自主次 -;T~ :.こお\.-，にはそれ J之、従来。)~\わゆる l 公法 弘法 という

i'1、:学j 体系的アl---c，ワ ク 11 向、グトj';，~ :-Xポ叫， n'~Ht口から司る}

批判的評地主4 再制定、むしてま!.引し!土ここでは宣:J主的に ~ì'，'5らに、

温税法 l予!の 引ったAは(乍)休系の中での (df に、事~ . fJ，、i士(又

事!日 なしJ 〆対行政1云次lTでのi 体系5')f¥i:世つり州、新l悦法評l引

~lìJ、 S8i3 三Z~)l日ヨ



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討(1l

係の本質論、さらには利悦における凶京・権)Jモデル論、等の民事法的

再児定という、 連の悲礎的大問題に関連L、それゆえにまた、旦体的

には上述のように l民事法理論体系・序説」の(仮説的j展開にゆずら

ざるをえず、ここではさ Lあたり以トのような問題の川在の指摘にとど

めざるをf早なし」

(b) r政策論哲学」的止当化論

これは、組織 法人法制を、あくまでもそれを使って種々の社会的公

詩的ないし共話的活動・事業を反問Lようと「る、そのようなd白昧で「制

度利用者のニ ズ重視の視占」と、関係当事者間の 私的自治的ガパナ

ンスを中心とした姐止な利害調整とが、民間組織 法人法制l構築にとっ

ての約 五的視点として優先されるべきであって、阿家の課税政策等の

政策論的事素は、いわはが第 次的に、しかもそれら民間活動・事業の活

性化(すくなくともそれを阻害しない)という基本方向・ボリンーのも

とで構築きれなければならない、という、これまた上記「民事法」視内

からの恨本u'Jif当化論とも1m底宇る正当化論。

¥ c) r外困法モデル」準拠叫止当化論。

いわゆるI改正光准同における非日利組織 法人11、制の多くは、i1、人情

取得'&引をはじめとする組織 法人法制のシステムと、税法長遇の法制

民システムとを分離独すさせていること、しかもその切り断L方は、外

凶の例によっては、寄附優遇税制についてはいうまでもなく、法人悦優

JllJにかんしても、その主体要件既準・要件審存・骸視体制・機構ともに

別建てと寸る例、また法人格の右挫ではなく、その情動内干平等から判断

tる例、も存在「るということ※'

※ただし筆者じしんはかねがね、ぅレなくとも法律学方i1、論的在q方として
一般に、この極の Ijr:当化論」、とくに l典型・準拠モデル」としての IX

同法」とし寸発想以、は、警戒 忌、佐すべきものと考えといるu けだし、

その問題引 限界(ないし危うき)を不す「反同教師」を我々は少なか

ら「見てもきているのみならず、(今日なお、花々の「基k:iJ的マンタ

')テであるかに見える、あの)r虎の威を借る狐JI均心件とL追う、学問

的主体l'主・品{告の根平干に|期わるものを、そこに見るからでもある(より

一般的珂論的には、それは、「比較法」ないし外国U、研究の方11、論ない

し位世づけの、批刊的再検討という諜叫にもつながる州地であり、さし

北法58(3. 521) 158i [42J 



叶究ノ ト

あたり、上凶己 I~事法」原論・序説で論じたいと与えているん

(d) I台定的経峨ないし論理」準拠型1卜当化論

常利II、人11、制構築の場合の論議と比較して、非常利法人11、市jの改革・

リ法が附也となるときは、しばしば民事法的観点から寸るガパナンス等

の内部的組織法制如何という問題関心よりは税制如何の方がともすれば

優先する傾向があること、まさに今回の06新法にあたってもそれは、と

くにNP O~手巾民凶休側に顕著に見られたことは内定ごきない事実のよ

うにおもわれるのであり、しかしてその背民等については、なによりも

非常利法人のばあいには (-fくなくともわが凶での法人税制のもとでは)

法人格と優j断帥11とがセットになっているという事情、また制織 事業

規模ともに内部組織法制如何を問題とする以前の、ヒト・モノ竿の投入

資源の充実等の基盤君主備の方が先決であるという、未成熟段階にあるゆ

えの状況・事情、また(後i阜のように)とくに:;Pu法人の場合には、

民法弘法人問題は行政的州埋から発牛した「対岸の火事」でしかなく、

むしろ、中 I~J法人と 体となった原則課税という課税占針の問也こそが

「類。'tJ的災難事であるとの認識という、いさきか同情に値する背景事

情があったことも事実であるが、ただ「くなくとも一般論としては、ま

さにNP Oi1、制定過釈でも市民団体内部での重要争占にもなったよう

に、優遇枝市Ijとセットでの法人法制 論議は、論理的には当然のことな

がら、課税当局=国家，官の論珂による介入・縛りを必然的にともなう

こと、その結果、法人・組織活動の白律l'l・白血度が縛られる可能性を

否定むきないとし寸、盾の干而を忘れ亡はならない{

いずれにせよ、営利組織 法人においですら、周知のようにわれわれ

は、絶対」一政~m向上義的体制下での財政政策等の国家的命題の枠のな

かでの「ヰr~t会社」の時代という歴史的経験をもち、またわが回「近代

国ま」においても、各稀法人 出休の戦前戦中の困家的統制の怜史的経

験をもっているわけであるが、すくなくともそれら「歴史の教訓」から

汲み取るべき「保護と規制」という盾の1111)前作をわすれてはならないで

あろうコ

イ・ 4)近時の税法学分野でのUL1訴かりの示時を民事法はとう是1)-止めるべき

[43J ItiJと58(:~. 5引))1586 



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

(a 

点、-

" 
ト記 lイ 汁，J) (;~ ~_~あたり攻去の税制論議出の) つの平要論i~

F かλLては、 Lゴ l占部淑(IIl の戸J商 j る基本的線本的 ~H;l迫。〉所-rr 1~ 

ふ訣しつつも、 さじあ九日での 政治論Ù~;/J.、 y じ l 引っ優主H0 間契"何 iよ J

いての私「ーは、その:主主主的抗 I司令スタンスとしては、同IUI~I 営fC活苦誌に

ついとは、 u人枝市il;;iコ . .J:び事附税引10吋1しについ、も Lそしし苛F付税
市'1についてはJくに}品大阪、ての優遇措笠の!，向ごの4注目1[が持議され

ゐべきである、ムいうものごある日

それは、オでに随所こに~J司したような、 Jj!，ぺ口本における民活i非'iIH

活動的干|会がほ 1'1'; 主化〆~:-Tlt:.:件という l立説、そi:ゆxにまた、民守?ね尚

法制のみならず判制おいても、そ (J)共通の課題こして

間;j~常手11組紋活動の促進国、古利化といろ方 ]í'J を主 IIIJ")べきである、とい

う政市LJ¥jμj折、がその慌時にあるよというまでら日いが、 jij]，与にそれは、

総体と 1て(J) Iノトヲえな政府」的実技のための 球こ!マも税rよる公共

サーピスをミャーグ山なれ 1又におさえるという観，~から、まえ ;r'~ 干 1，組織

問からみれば、とくに政府J クタ この関係にi弘、、公的な右JA補助

手出来るだけ少なくし、室前の 本宍01業、寄IJ金等で収入努力をはカ

リ、政府セクターへのデベンデシトな院係をなくしていくという在日点也、

ム、そ L-cまれF民泊々人:ーシつごは その;J;-刷所f与を干}~と'，'，う故市1] • 

律的吸収チャネんにごはなく、[曲他闘の多係1":_ i，-':'_[:~~じた足状の白耐を

上以降しうる寄I;Uとい勺チヤ布、ルを可及的fこ広く大弐くし しい;と v う鋭

，1-".::等の、いずれの校行からも|汁支持しJうる政策的tUth"であるl与える

ドら Fもあふ"

( b むろ/¥，，その政府判断じはなお、上μ巳 l 占 ~f~限'; JがliHmずるような・

クリアーすべき忍従泊三イ前Il'J諌題はすくなくないことをあらためと円覚

すふ必要があるが、その口もふく灯、 h;r'，O) -tうな t~刑1) • 1元法学日V論説

に 2いては、そ 1しらから民'T~l去r:rr:~市の倒に投けか :j-C_-，れている詰問題を

;宝沢・精査し、記事法灯だけじ自足的にぷ訓 L ていたの亡~;;J:-j_(のつか

なかった ~u1怠・不咳令 1~~ え!、民1\ ;1、 J~拾の中に fて十字i主化)〆、それ宇治

じて記事法浬~i0;;:::深化さゼ その結果全科J、埋前 l抗議(7)-;l{:jに伐(f'返す

こ兵、あるいは、税法制tワ議議のさ〆、 問題叶を民亨i去の刊から批判却

に検剖し、渋iこ肉眼iど起して l'くこ(こは、 j!í，法 ~í~J日正直イ1 (7)杭7号士形式叶刷

二日社S8(匂 51:>) l~λ5 1441 



叶究ノ ト

理自なかっ実質論的論議から学ぶべきものが多いと与えるだけに、筆.~に

とっても今1去の諌題として残されていることを、改めて再確認した1..¥'.'

さしあたり以 lの本稿(とくに本論部うJたるHないし目jでは、税法学

トの論議中 F、民事法的組織 i1、人i1、市IJ論の観4白からもとくに平要かっ

示峻に(1'1むと与えられる折摘につき、随時参Hf1・摂取することにしたい

と考えるυ

ロ)憲法論的視点との問辿について。

NPO法ないし本改革における憲法的干且点のプレゼシスの弱さ(ないし不

在)という印象、少なくともこの段階ご「料担のI'IIIIJ竿の窓法人権論的百

説が持ち出されることへの、ある極0)当記長ないし違和感、これらの「実感」

|均なものが、竿.1';'だけのものではないとすれば、それに続く仮設的疑問とし

亡、「その背景にあるものは、単に伝統的君、司、苧の怠慢というような十間的

事情にではなく、より学問(ないし、それを支える理論的体系的パラダイム

なりイデオロギー的思考枠組)内也的な構造的問題性にこそあったといえる

のではないか」、キヤ具体的には、「近代困家における、回京と回民間々人と

の間にある I111問団体Jr宗教団体 政治結社はともかくも、とくに、家族-

j血縁共同体民政写のいわば「日H山的共同体」はいうまでもなく、純粋 Ck.J 

自的共同体」とは謂い草詳し、同業者団体・労働組合、さらには企業組織 等)

を憲法(学)はどのように捉えたか、中央集権・官僚制という近代凶家が抱

える構造的病珂、近代的「何人 人桁」概念の州象性を克服L、むしろこれ

ら l中WJ同体」※のリアルな把握のうえにリった憲法・凶家像をわが憲法干

は呆たして構築・提示してきたといえるか」等の疑問を$cTIはかねがね抱懐

してきたのであるが、ゴl 営利組織論との関連でその延長上の~~也意識として

はとくに、「すくなくともフランス非常利組織II、制、ひいて又、民11、におけ

る法人法制、ないし憲法体制としての同体法制をめぐるフラ〆ス近代法モテ'

ルにかんしては、その法制の肘史的反問過程の「比較」法的特殊件、 fくな

くともその原理的相対化的視点こそが重要なのではないか」、又、 I11I間同体」

との関係で従;kia法f押収論上最もよくとりあげられてきた問題たる「人権規

定の同体への適用μ」能性如何」とL寸問題、ないし「憲法の私人間行為適用

の可内・方法如何」とし寸問題は、その問題設定じたいがー稀の「仮象問題」

ではないのか、ということを、この際とくに疑問として従起しておきたいと

[4ri] ltiJとri8(3'S18)lS84



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

かんがえるつ

併説 .l'J， ~_~l ， ~しあたり、:;J~~~'利組織必制改正をめぐる言 J訴との問述

で、ぞれに触発され.CO)、いわば l実感2ej附也花起」のi去を山ないものであ

り、侵本的にはそれは、われわ1しの 民事 u、 I~ 論イ本系 l 的侃点か() !-.~_;:~J、秩!了r

をどう位置づけるかという j主主l'日制に苅わるものであり、これまた、なι今

後の(ト言L; 丹市Idにおける)本格的枚目j'Ji.ぷ患とし、成長れ ζいることをお

附 :jL介いとどえるが、土が l-riC:"I'RD可I't:J前ーとも同連Lて、われわれの

よ記「民cO:か勺筆計 11 身がかねてJ白快 L ている慌~:~(的想5でない L 試み、そ

れを誤解を公れずにあえてこ、ぜ すれば、それは l安定憲法を、 fンl;J

す T) に ~;Frft;J ー些 il!ùの長十市坂新:と!、ぞれや!p，:./;I，とし、そ

と とそオれL トに少ついて σの):実安支定~;::1-.去、 1帝制H同j を -Bl日市2泊a的U引;守~*干L千付す lけ7 、 評?干し

ようと「る ----f舎の I:I::法の物持化;~いし「iJG法小出正月 J ともいうてき思

考絞式的、すくな〈とも実質論的間期性にその I)J~#についてであって、しか

も、われわれは少なくとも 22考尖咲的ぶ河村としては、この「以界」を 歩

も二lL も踏み挫えて、「卦会の 50: i.1、」としての氏二~í)、の託~から、 X!Ê窓口、を、

$-に相対Jじするのではな¥、ざりに批ωj的に円フTさえし、ひいて建設院にrtJ情

築して U く方向性をて千 人fi求すべ主ではな ν寸¥こいうごとであるつ

だいうまでbなく、 般論〉してb、ヨ体‘ 7J、人を のぷうにみるかについて

は、その政策的ないし理論的スタンスにおt'て、とくにその時々の政治体iliij.

経流体制i~'I;'l，、こ寸るr-{'1*~1)体制的ありかたに多カれ少なかれJ;r'!_Î~ さ札

そナl，vjlえ >2の):;{(:;古川/ディ nギー「十と 7舎史件を帯びどるそえないこと、
かの I~}; 人/f:~見J rJ2がわれわれにま交えるところでもある それゆえまた、

u、人(政議・苧誌ノ誌の・政治思想史的以、思想'd:問分析・詳細:ユ 俳の興
f宋ふか、、1iJrJ雪之ィ象でもあるつ
子し、さらにまた、当の 'i' Fu1fitl体の'1'でも ζ 〈ぃ !r;:ôú~-~f休ぷ数回

体 1，'1主主 ;-i体.-))的組立与のあ，}~う仁関してはた!か仁、社会的状況

如何によって(三;，Qft!+I家(i)収治イ令制i経済体制lを仕るがす"J能七とをもつも

のであるだけに、仰と内にもかなり将到な扱v、を受けて1るをI-!Jなかったニ〉、

さらにまた永怯等山 I:l紋共|円;午、十了治共同体等ク〉却;付与二卜H宇のふうないわ
ば円民間rri 向'j~)I，::-Cf;体が、な，~上りも jLl:代以降の I(家 経凶グ〉論刊によ": 

て訪問山人ぃ象となり変質させられてきたここ、 NP()- J\ GO 与の買討に不~ I中

間百体J は-:.~;，.ら〉もかなり呉なる改j亡、自 ~Ji克 f;~，・ ('tr:itlっけの1 におかれて

いるこ介寺々、出 2ミレ中間団体F グ〉月号係立し何をめぐ"る同 f~(，之、ご~向凶作の

二日社S8(匂 Slnl~λ3 1461 
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矧11ごと、り1:_I)~?:t I;~子ごと、 :i4E主凶考. iLてごとに、異なる相貌を呈するこ

とも、この|捺~黙のこと古がらJfト確認しとおく必要が￡るであろう そ

のようなョ去では、 「記 本ょのしィわんと寸る:こは、あくまごち 般論

L.て、歴史うf析の次JTで:Jl、つまでもなく、 J:E~-t c)剖給心的;失冗引も、

ぷうした中間五体的リアル士 ~，:Z設がス可欠であゐことを強調 L た v ミ》いう

ニとは上のものではないハ

し守れ(こ--:{-よ、:'}なくとら現代の、あるべき I(家保ないしil、制l呈;主目玉村両

モデルとして、!寸家必I(' 1'1倖的な何人--'(1) Iアトミスア'ノクな集FAーと

しの)Hil疋?十会というパヲグ{ムに;i1島政立 l を i'~:!Ê -9ることも、法万「百

ほi-t_; 止?に I ，"めで雇戸i において月りìi"さるぺき中~:凶体の「倫Jfti初 l' :-~ぎ

↑1，という← てi ¥!L'岸 )をも ι出すことも、わ;f:われと νてl手段界を
感ピ気るをえず、そのよ 1なg味でも 忠1/こな組以 _'!~:f*i'i一月面合の情 .~~C) .J!.、

14七与がおj惑される。このような苦眠とまた、笠省には、かつて松 r主 「市

民同泊しつ?1h!:珂， ~Î出~ uむ1:-)年 l':-波，f!j古j を読/、だIl，j:の 汁かムウロコ と
もいうべき i'tい:':r，~銘かなつか J く知起されるのであるーただし;i吋例え，.，

b吉本Jii-::~!- 近代会il、に2すけるIJ1H、と個人 結ネ?の司自ji.'念のバ:f'I:t:Jtをめぐ.， 
lこ (20C4年、不出宝巳)のように、 十市 '， ;&;û、学 (.')~J月芯ば川合;出版しょ与と

する):""';Jl/，::/Fo占が、 4片， '世jti.:よって発去3れつつあることも、 'iJcic.~て
JJきナヲL、け

ハ)対・行政(改革)的視点:

1471 

(a U(ì対日、制JÆ~こ v 汁ャる直作においてその鮎桜 E 間z主主売却L定しよ'世々の

社会 n~政治勾 't~ 出 潮流のうち、ムくに、， ，政治(r~;lサ代可 Y:- 二アンダと

しての)1政I1十L手前相 t汁lがもっともi限定的で司、 ::j( ~(1 な持母史的要|珂で

あり、 H匂にその問~1':!.ò，でもあること l なわ、主主 火杓Eをは・問己主点と

Lては l斗託制的要阿)については、次三日1.:おいてL1八新法「口IJ也J ， 

お ~7 る符f社内反日J をf，['寸ーする|墜に第 の特「主て指よ百するエおけであ

るc

この I行革;.;q叶内 は令|半ζ しては、以「の 1，a . ~)バ:び( e:・2.) 

2し、う 1ft 均十人j 容ないし次πにおいてやや異なる)二つの側~ . n-~~題を

もっていた山、必;と考えられどか、その λfコ、 06刃Î-~'主この除係で干ik，j

ifj fこより l吉接的会抗准喫 j:i~ となったのは {a .の方であった」つに

おもむれる(絞長はむしろ、 N?G法人にょう rウ、円七 F札 C(，ニ ~1'J. i}記ま

れて v るって官長問諌題であるよう:おちわれゐ J

~lìJ、 S8i3 三 l(; .1l 日82
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(江.' 1) 消A~~的ないし町')tIj的誠司! .'削lli

これはいうまでもなく後述 j :こ概観Lたような、民法(111/

3--1 公主止法へJ をめぐる諸 柄珪羽15k」在、行 (täi 政E?車が~j)-~

地かん足立する?め何種々のぬ誌のうち、民も大きくかっ最終的

な Ft~~呆也として、 ~ift公訟法人記疋じり抜左前2!(11-~ (その結果ι

1-(内山新J、:二 4る事 jにJ計禾1i1人出印iむ〕が取り紘まれたという

こどー寸iJiっ、戸C 1-，rr2 I前埋Jj:象」 ド佳JU:かつみ 、欠;}'0~:'定{"，う L 行

政治的立法大jL~、であ た〆 Lう官町、子、，Ff'!G可かっ月間「汗lと

したわけである

¥;) . 2) 存t~l.f';] なし叶〆長期 11守 ~M~~主 .1間帯

これは要ずるに 「小さなJtK;J r官から J+~'~、士lli)jjf権」等

の i~~の流れのな岩 f: そのぶろなロ日、ずは、ー」記~f J平 より

はより lム v寸日，/i亡しかしすくなくと内容間l刊にみる(こあくまと

も行政との問tでの l、兄、宗とならふ l 民」の土い手打一つのF

1: L ての}f';叫利組織にかん f る ιJ 市 Ü~ インフラ作仙 L問、行政と

のパ lプャンソブ'je考案に際Lての受け皿撃情)とし Iう;足以 測

凶ぜょうコて、 子れゆえ首唄との士;fJ士においては、より f積極的キ

つじ.'!1杓 な課題こいえる

(b; !::ころ ξ、r.、さな政府J r官かしす氏へ の}j向での攻'T'、その 球t

しての1;:;':一政改革が、長if口Hるもグ〉が、去i之本的には上}己 0-1の l実践

的問題~TI:frfiい阿是主潟 'L，' J こも Jl:~号するものてある?とは、(干の際あり

うてき誤解を逃ける意味ミもい本稿0)こる基本ど」スヤシスとて己主的

て娃認L~( おき汗しけ'考えミが、 L か L 同 :tj' ，;，-:，まん、f)f) 4~í-i)、に上 J 了ド

ぅされかつ創設されたものはうまでもなくよ')u山、烹未での事官干iJ法

F¥μ、市1]のための草木叫、の者'I，eじあり、そσための 数年末グ〉去話J、人仏
市'1じ叶Jj本己主主であって、氏しご ir，'{-rヰlいう 1::宝t行的ア手}ンダ伺 1，1"

~~;æに段小イこ ， I して~Jtええれるべきものでないこと、しかしとまた、

[-_J己l民事法税，'Tのお ふι、 節 子、的(こは、 ttも革本的な民事法制l
iワイン-;"-，とじてのが、人 i'，L îlJij という吋 1'\'1 ，等の、われわれのj長引 Iq~ì岸・

スタンスから批判恥にみ子、とき、 女Lて行午、4ニ草でかち iがりそれに

主導されてb¥.Ji.Lた十、06官Il'云;土、-{-i ~ノふえの(上正・ {ij訓可fi なの混在

こいう写I珂ι}まことなった烹J六マ礼拝におい1、すく♀くこもぞ(/).i黒枠

二日社S8(匂 51;}) l~λi 1421 
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じたいにおける1 疋グ)Iねじれ・ゆがみ J とい「ものを桁摘 tざるを

えな ν こと、 f主 ;d~， T-2 ご再述のとが)じある

この点そもそも、 i'f前1:1";仰向からりみの公此法人E士市とあれば、 lノ

f' t)ノえit-1JJ 以31談合的よと 1C 公務民労鈎(1)、 '~'I!改寺のe'(;/i~~震のなか

で、ぞれじliTi主tるかさりでじっ、 ，fi-[士山石・ t{rr !:í~! J 等 O)~J:jj;t;! Ë!:J法人

のみを、 し育l_'.J土持~~;f，題に必要十 jJ'"なす日 lえ 方しI、で山平"'れば:，'そrコ

Eつな行革石 川、，l:L え政策~*~:IT全体のなかでの公益刀、人問足立なるもの

は、祢く 一司:ーと L/j ，，~:い、としうこ〆もまとら1 らかであゐ}、乙い 7 の

がスシであり、引にそのよろな収り机みは、政J十い 寸法当hJによって

ノドU(i剥けよhc作業と、11し、かっ古IJ足後七、 グ〉段階ごち、可1

イ上進行形のかたちで I:l主せされてもいる J そLて、健全な社総注ゴによ，， 

L一社会貢司王J力活動を討こ士ぐてきと、日正ヂヂの~ P Oi:'ft人や、名くの/ぺ主主

法人にとっ、は、f--.I:!じのような lτ続・ 1主主， ~()要問】こよる ru、人刈埠

じたいするf了草川大手術的改革l土、いオ);.1'川市山火事J -(:' ljかなく、

fと侍迄誌な「火の粉」かり;立自己防桁せざωを?誌ない、 1.-'う感想も

宰品じしんもてのよ λなコヲ}之内「浅烈 を南北 I~JJ誌に司， 'どもいゐ

あながちが定的)こだけ許イ，::，1，~す?な ν 、ものがあろじ

1， C "なおまたト記の、公益法人三;の問包ヂめぐる rf"事法メ見山 vs1了政改
l( Cl'J恨占1Iいう問題は、ぷり恨4はな返詩的:ーは、行政ないし行政口、官、

われわれの上Itl点事法;防省体/れJ (i)問弁から τのように体J刊、J に笠号

づけ、関係はげるかとしう時計:'0ヲ苅琵{従来 L/IX~_~iX I "(J，11、とま江、 と

いつ一般化されとうたちで、ょとして行政法の側から蒜じられてきた問

題;ムも珂?生すミものゲあり、この l~:k ~:; ，-ぺもわ1しおれは:I記「対・

告法!の同恒三 lri!滋、あるいはヨ γ):!!l:l t '意味・ん:白Hご1，::it， -，:)、 -Frft法

ù();J~象主 l ミし拝読を石ナ誌なかぎりト先制民-1ì-a、況が、ご批判:!~(内定札口 L

J吋寺第ずi;S'JJ向性こそが (J記事ιむのI'，IJからもあらトめ引 退汽さオi_7なけ

れば去らない ι乃ではな'"寸、ムい弓河Æ可誌を~~~慢している引であるが、

いろまヴもなくこの，1)もまた別注今後の (rL(日比 l的)重要ぷ臼と LL 

と許1足しておえた vミ

ニ)対・運動論的観点

本柄。rt開たる非日打。公主主 l';~-Jfr;)マ組織にか印する示制度引につ ν てわれ

]4!Jj ~lìJ、 S813 日4)1日以)
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われが rプロ チする、そもそもの実践的 1-，1，也意ぷ・|州出向心の所干l ‘}J

"1'1'去につし，"(~よ、本私 e 百HHで述べたとおけであり、ぞれは佐川 lì;;: こは、

読也出宇佐込ー活性化的心向ごめゐこい 1勺よいが、しかしInj時にまた、

本f討が第 次的h めさずものはあくまでも、(1'1'0手の現J与でのとだ践的

7王様的、'r': 号ない~)亙党副jË'~_-">)暴力〉らではなく J 法律fナ前同点占ら可能な iU，{

ij 筒;観的な白u号性ある組織μ、市 1] 反論 ~II作I と L イ.3!l前衿 31J にあるぴJ けあっ

て、その ζ うな 6~ jJA、です、 L ろわれ打れは、~:;P II性菩品」や「山ネQ限的

品贋わゆえの‘引き:1'1L .J等(1)、さヨ~~品 l杓伺点フト~íÍ>1 りやすし i可(1非をつ Ad'; こ

快州、レ，~;: ~ )れ:まな己←子、また;正到命的手"，山かりは 訟も 1よも1fr虻をr引 L

.I:::j'f i日 分布;'~~，しが(j る y、安があろう

この kことどの話連でと〈にあら刀， I的強刈してガく ;0:、川、のあるとおも打れ

ることは、~:b場・企長び〉ブ敗 J とグ!:tJ'ltで(二 1" うまでもとく、「政府七ク

タ ぐっ夫己主 j この対比;こおいても、 非'i' >f~でクタ の夫己主 J 1たとえば

]てよJンテアサードスをめぐる I市出、」と l伎給」の、スマ..]"ーとか、担 h~%

の l付部的 ?J パナンスの国i%~性、参入 広場f乃インセ/デプの儲きにくさ

続じてそれらは、りjìf:工ピグラム ;J)陪UI~Jが表現守る J う在「51- と L

T の司=H*主の目 I_~111円;じ・ 人 ~t~ ~という I--ft の坊主主 j や結崇 Lや寸い l は

」ぞの修復i叫 ~;;;y において』、きしまとその/，1，:二っし、ての理論灼なむ〔粁政

宇宮山蓄積も、 「記・他二七クタ こよし判する止倒的:泣:JJ-'バあるレい

うζ品忌実なしιLfc桜字判i戸口↑悦午につし γぺ:一~♂でFrち

ク夕一J にι/ぺ、て:はよ、それ十三主える人々のよ干チ八イシゴ J がた立とか志
とかミツンヨンへの使「dJ匹こかの、まさにがう〆ヤ"ーに主主渋勺けられた

ものであ》て、半月以・)りl右〆か民担・強制少かのま司j機づけ右いし犯機を}主

~~的には欠くものであるとし ι うこと、(f也 ':l: クタ にぷける li:号をつ

うヒご{ワ競争と刀、民 Lj~~交的ほ)J統Ib与のための制見 rn: スヮムに対応す

るものが小めない υ小完全であみとし寸う kこと、尋:!).j票用に根本的 l二;エ起肉

ヲトるものであって、いずiLi，こせよ乙れまえ、;ス争一法問問点、かりの法山t皮論

刀、烹~~kB'0 に取り組ま IJ:: ければならとと 1...)机平間関であるといえ J う什 ι匝

はそのょっな均点 問題回誌に" った、;('f:J白りぷ論11'，;な私Z司であるん

D)関連立いし隣接的視点:

なおまた、民事法制山とのl長J係におしべ |ぷ '1;;，劣 l 主l't， 'jHl:'汁

二日社S8(匂 513) lに79 151)1 
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宕 j 等J)関係叶ーにお ν 、てではなイ、むしろそれと隣殺ないし /~H立に主))主する詰

R1JJの}ちじ、(すくなくとも当持向身のj 問題関心・問題立誠の「河確化と?見

r守的立定 只一体1七"あたって治盆ごめっ丈も的も少なくない説。

，1， ( (、そのなかでも、非常不ij}，人入会計~~'お上ザ非常不iJ ?J肯定見i 弘前 l 土、);Lト

つの意味で#常利削除空法制論じとつに lら示唆するもの?すくなくなνリう Lこ

;3 i オっt!む

ワJ二、会計。経'S'，l:いつみ 線的 r}~~場ーでの':怠古~J~己実(それにか

/，， -1 る、それぞ交における実務(r~絞殺ないし実証沼論的研究上の芸横J フト

t~_起オる問誌にほ、法人・制i織法制 7)間在，'T をì:!~~~j 読の」うな意味をもワ

， 'つもすくなくなvミという、 ぢ1ï'巾な，~-:~主におし冶て，

2i対一、会3十v一方げるつド'd刈法人会計μ百円企業会計いた'J、経UAL 

に口ける l計常利針常組織論刊(株式会社を中'L、としたj 企来粁常子t・

74山I1.J 乙いう、会計 ζ 経口'における n';Fリ日非'':'~';FIJ (/)比蚊。対比i立、 u、i亭

》二仁おける営利企之、 i-=-t;i:;1jこ ~I 宮利伊織法制とのk，j; 叫こいつ、本杭 l ーとって

ももの介、重要なi王記~S!rij ffiヨ;誌ないし分ノト庁視7もにこれで、具体的で霞重

な刀てI主が含まれて v る」 がう夕、なえ主ごいと v う辛味;おし、て n

もっとも 会計 縫 γ苧い寸札におい、も、非日示U-:;~J主のそれは、日キ11 知

域と川)(JJじにおいとは{記紘itfl;I;C')庁封と 1，1松んその若干完 i上質量 ζ もに円二倒

的，¥'いって工い代C，市は否定できないものがあるようであんなによりも垂昔(

と υ ては'.れ"役立能践の殺J主(土，，~ l' 0主;逗の J干F会。イ])i完公でグ〉叫究者合案

説家からの科学~1;子から得たものは岳、なくな u とはいえ、なおきわめに 41;1;-(:

あ 1I 、なんといってもその ~IIn'E;j • iドじ不良は介めず、本格にも!-';jに活 7し得

tはいない〉いへはかない

京会計 経J計己主以外:こも、 :\P 仁1: ，司 1主主)~会研究会 え品、等で見開ご三た支

枝 問究等で、 ~I 苦 fl:和協法制点f仁とっても少なからぜゐ意予言芯もっと謡え

うれるもの!丸紅-h~;8~~の 4士践的問題意識・|巳i短関心 に学三三した、経治

宇同社会t乎・政治子・えJヒ (EK} 的な v ミしンヒ明言常的悦r;，， :Ò、との~I:z和IJkf ト

1"11 

ì:;:j動全どめぐる訓弔問研究発表等仏、なくないが、三下手刊に t うf摂取するには，r~ <-

'U，らず その方向ごもなおっ後約深化 3子坊Lたいと本ぇ、いる J なお人、

やや真 (l'ó~:こは、とく、 ;、ソトワー/"合、地15'::通貨・ (ゲラ iン銀'f:Y;{>!i]〆

めと「る?イゲロクレジット jF常事j主熟組制、{コミコ テ ・ビジネ
スをふイ V) 叶公的イ~ U~) 業論、じ SH'SEI~主等 lの実践列およびイり|

~lìJ、 S8i3 三 -'-L ，' 日 78
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1::)をとべ lあげることがでさるが、これまたこれ vパ二ついての$:1ぎのヨ究
i土、総 Lこっv たばかりで品り、;記んベJこれまた、本杭ぃ:tHl;'Zできる手!，'I支にま

工l土到:ていない(にfti :れらのうち、とく:一地j或通貨仁間 J ては、寸t:;リ

的地ト協同体ないLi、，いトーク内 川~-t~-r，:Jιレいぺ矧占、な~， ，しい、i'ft.

おける貨古今論という臼点かりも iT泣かっ興味t宍いもの炉あり、いささかの日

山こエネルギ とをit いできたが、なお今後ω視点と〆て均され，-T~ 、る ~L

九なみに又、松本tホ之i臥ヨ体荘H:1とij、 ヨ1!;;ι ン'Fジウ)"，l¥2.U06年

↑三 平|ノ l土、ド猟(l)i'叉十各組妓(志法 J汗I:i't-.Jr訟氏、労働村会決、刑

事訟、行政~!;、同夜;;、な介〕と政治苧なし，Lil、思想土iの名分腎におl十る、回
休日起糾をめぐど〉司 2己状i;~をテ マY するよ阪il;')<'ワライブノク k手各法

J子部スタッフYUJン.//-)ジウムf民主品料?あI')、状況の :悼をi岡市討するのに絶
て牟る{主主 --N~ょとくに、 l ヴ~ )~テ、八 γレ fー救tt( コ講演に不唆-1:"'}(-)-とノ

自-3:その他のコメント(A)、謝辞 (B)

A)本稿までの，若干の検討経緯、本稿の目的・意義、その限界:

A-l)本稿までの・若干の検討経緯

このよつなかたむの非JU干Ijii¥H!{:誌にと市J(ひいてまと中日係 ~f_、九法制l fJ7j 0)研

究を主〆がム、にての-ii:f究のザ 1 つの杵 y ~ -C1:ムZ寄っ:j、 がつ令長ノLなり炉も絵

tf! ~J0 に問先会。字会沼市i!j等)こ I ミノ入言るぷ λfこをパたのは、やはり:-，;，，(]法

机疋前千三、とく iヤII}i • 淡路}、五三凡以後のことであ(人いまだ1り年の蓄積もな

イ、研究全体の比卓もザパ;ワ クの域を Wr-Cいない，t_<に、l.u';)、訪市]や

N 1'0'芋をめぐると公的政iilj(/)っすっ に性 杯ということもあうて)芋;???

の ~îず研河内精官グ)イ、足 iZ し 3 うまごちな"、と'iわけ去\:~nzl}S月 ~~àYJ 1iJf ク [， C) 貧困

iよ、 :;tうべくもなL、
千.，ヲ この数咋は、 {ζ くい I-_~じ\) 八 2 ;)Î-~己の第 の辺論的問題草

百九たる、 l 見事法 l 似|究における 1 寸法・制度前ι:弘法的にÆ位 J~tc似|究と J，

う革手守峠の何時立識と と¥に、0!P 0:])市J'，:-.:' MtLi Jこその後0).t王山 公帯

法人等?i-':-いし、と Li二礼営利法人間見止法制Jcつe!(;:-.• "l?:t、4やめ ff}勤斉J. -t論議がJ主

んにな hつつあるという社会的背弐がn辻折パミくJlな"あ(て、 LLλ 

(!) _')'，1法制芝浦!とく i 実疋 )'l_;'ち北刊と J 法おJ-tn を多生な '1 とも兵イ柏~:'こff 示

.，る乙い弓11'巾>;jJ悼のもとτ、 註rお怖ま:);'J.いものながら ¥1.'0)ょっい叶

う在日iヂi' ヤ/ンポン ';1、同首j":-:~子会おこなってきてお JJ 、そしてこれム:よ何らかの

径肢で〆'i(稿作Txt斗"、てもそのベ スとして活かすよミ μつとめた去。

二日社52は SL)lに77 |日21
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イ)2002(1. 6 1 J には、札幌同内の州地関心・ M究関心を l吋じくする，11 ヲE'~ を

中心とする「札帆 NPO.:¥GO・ポランテア問題」研究会(:¥Nポ研

究公j で 1"1営利組織法制(:¥P 0法)をめぐる最近のげ法(論ノl 等の動

1"1と、その批判的検討」と題し、

口)また03イ11 ) Jには、北海道大学内の l民事法制究公」で、 '"1営利綿織
il、制改$'Al、案 者一「の総論的部分に限定して」と題L、

ハ)さらに(本稿のもとになった守会ほ告の機会を与えていただいた本「非

常利法人研究学会」の前身である)公訴法人研究学会第7同大会が、日3年

10H東町、・成際大子'で開催された析には、「自由品題'Hi告」として「非土J

利組織法制改革私案 論内主主珂的試案として」と題L、

ニ)06新法成>r直後の06年9H北海道大J了l勾で開催された I，e'""'ぱ利研究
学会」で「非背利法人制度改革の動l'りと問題点 現実と珂念の架橋をも

とめて」と題するンンポジウムでは、パ不 '1ストとして「民事法的中見点か

らみた (2006年).11営利法人法制改革」と屈して、それぞれ報ト与を行ったに

また、

ホ)本01舟「法をめぐるid去の動きが本格化しはじめたり4年 2刀lじ大内で、上

記 .:¥Nボ研究会を母体とする利研賞研究プロジェクト(出口弘代点)の

援助を得て、「手l営利組織法制改革の動向と問U内 「現実と理念」の

世拾を求めて」と題ずるンンポジウムをが宰L下記の方々の報告・コメン

トをもとに討議をおこない、いろいろな立場の);々の意見を聞く機会をも

亡たことは、非常に有拾であった 卜記:¥Nボ研究会のメンバーの方々、

上よンシポジウムに f~-;\ 省 コメンテイター等として参加し、ただいた)J、

ご協力いただし、た北大・経治学研究利・小同研究半の方々に、このぬを借

りであらためて謝意を表しだく型、う※※。

[;)3J 

※なお、住く短丈ながら、 '12.2;閣議決定ー公益法人制度改革に|期する政

If.ナ方針 どうみるか識者16氏からコメント」公訴i1、人:-l4巻 1'0-(2005) 
P12ー 13に竿者の・有識者会議f~-;'; への批刊を寄稿したわなおまた、制

究報告というのではないが、平成151fl0月間丙大学での日本私法学会・
シンポジウム '1.11体論・法人論の現代的課題」での筆省の質問党言(，私

法J 66号 8RI も、丘、い意味ではそのような問題意誌の延長線|にある

ものである}

※※その}'R{'l-省とコメ/テータの h々 への謝意を表寸る意味で、 川己におすl

ItiJと58(3-510)1576
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前の iノノtトを掲げさセていただく (， fiiZí!:;;$目、肩書きは ~U:与のまま)

組合苔 小tlJ格問干fiilU人 全 :'1'交通安全母の会津台会・守T~~:組ヨ)、

太田「主性J(財1I1法人 己主斗話人協会主宰ぷ /i<E後 J主U.lli!eJ，、・
信託協会.iJ:;会長・ lすT務理事人小村蒸f三(北山道ト¥， p()サボ J、七〆

タ ‘事務局長 j、太子会諦 東京与てよノ¥ナー法学部・均救t2:J
・コメ〆ノイター : {J，i，辺-iL:-ill (公説法人改革オ〆フズマン人 :1.1吋治 ~T三

回大学干l会福祉学部 J刻字'd支J、わ々 、ilJ，kXL ()I~iW~J:よ学大学院教青学研

究科技FZ)、泊永引l久(コ之ユ二十一 11ジネス a ゑ "1ワーク 珂l

j~ -=þ 支j、11:'1'弥λj_: (]，f.j立太子パ学院 l 宇系研児科， rノ1敦授)， ~古口?事史

(i'1~U 王停'j-{lj; 1計。

A-2)本稿の鼠的・意義等:

J) 本総がJ品}二ょう，t~--t;{)ード涯t;:、立持lは、っ(、思のよう l、何者むニ;:;、の i、l百けJ

よ ff守防的 f 二、その川疋;こ t 勺ど諸去ないし好J~};:' につ V ての'.ll 目的存(I:;J こ

し 3 うことであり、また間接均 Lこはヂれを又 f~ とした(非 l止手1:) 組識l~、市f じた

いについてのさ世主の '1当以内問究」という kことに4るが、而|てそ kこでの尖

践的ないL理論;ウ問題関む・忠誠少そのち〉での只休日休U;-j祝戸、J土!'_J主 I，{)

1、.J-2:¥ Jiiifリであるつ

とーん C1(私Jはこ村!;，})]]-:j刊こ -u主、 h言I:(/)ような「すiL批判」というこ
とではなく、こくにL-.J~ハおける :-'lt.;II"i:'ふくらまし b ヰ格的右

をしかるべき陪で発火 Fるべく定して1./，，t干のであるが、筆1TじししのIお主

的変イ等もあって時間前精神的余怖がなカ}ったこと、そして何よりも、とく

に、干の 1990年代目|年の j~J，のさ長くの ù:I1勤山 中l会内政治的対心与がでつヒ

あるように、すくな、シも/筆者のような j 小 ~:~m をだ、に j:j!い!.つな人間

:はつ」ペーわけなv、:まと:、 eL止をはじめとする社会1'7現実のメピ ドが速

すきて、本ヮ」マにかんしT も、す法trt_~ を (st: l，" -í: いる ~DJ :こ主のす{主力投

ι 、しまう、 とパう仕主主に μち I、ったとパう次第で、ノド杭lよかて ，'i

なりぬ げがζ批判」になってしまわさるを1旦なかっ丈こ""うわけで

ある

む人

た尖i右主ii、.:n山机日山ヨJカが古吋f叶11' t総克jすづべき夕 うおVツ ! として設〉屯主さjれLた分、 (;:乙ム7?訂寸.υ 

LυJ人、5従是三↑竹}業のJ以土陪で;はZ、いささか「主主じ前けて丈;を収つ」ご Y き C，止、〉

なさ j を台下Eできなか円たの寸ある右、そ .(Lと比較して今回は)問込立識な

二日社52は以)D)lに75 |日41
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り検討視点等も、また今後の検討E阜地・ )J向性等も比較的にクリア なもの

となった、そのよう E味では「仕Tトの遅れもかえっと《作我のゆ名、的意味

があったのではり少なくとも、不枠肘ゆえに却って、かの J現実主義の陥7rJ

(丸111真男)にはまって''f平我」をすることは避けえたのではつ」 とい

うのが、本検討作業をつうじての型、いもよらぬ教訓としてある。

ロ)ただしまた、いうまでもなく本杭執筆の現時古 (07年春) ごはさらにこの

聞の事情はすすんでいて、本 '0日新法」じたいの施行を真近に控えて、いま

や、むしろ多くの関係実務家の興味回関心は新法の実務的学習・対応、その

ニ」ズに応えるための解説という段階lこすすんでいるというのが否応のない

現実であろう}そこでは、これまでの・刻法制定過程における利余曲折 背

民事情等は;忘れ去られ、そこでは多少なりとも熱を帯ひ3て交わされた原理的

根本的論7JEの熱も冷え、もっぱら新法をアプリオリな!肝ワ・前十呈として、そ

の現実的対応に湿われる それはM!えも見悩れた光景なが旬、リアルな現

実也会の去として、|叶情すら禁じ得ないものがある p

ただ、研究者まむもが新i1、の「解説J '解釈」その他の現実的高「対応」

に忙殺され、上記制定過程での論議・問U点が急速に霧消・風化しようと「

るまえに、あらためて恨本にすち返ってのウ;1、制反論的批判Ij.検討をしとお

く必山を感じたということ これが、、本稿のような(時流にのった先端

的テーマを扱う「時論」風の論考とも受け取られかねない)論考の発点を、

他の仕事をさしおいてでも、君、がねばならないと、小止の l柄」にもなく#

えた、てもそものE甲山としとある{

A-3)本稿の限界

イj本稿が種々の限界 欠陥・附也点を免れてはいないこというまでもなく、

而してその「限界」の削って来るj円以・ト人J'iiについては、 すでに随所でお断

りしてきた(ただし既述のようにとくに重要な点は、本稿が上正己「民事法理

論休系」に官接不可分の珂論的問題忠誠と説内設定に規定されているにも関

わら F、その仮"史的基本庁格・全体i舎のようなものが本格的にはなお提示さ

れてしミない段階であることに11!;!とよる限界であることを、あらためてお断り

したいんが、なおそれ以外に、 lc:li'0)凶点(イー 1乃至イー 4)もさらに

ここで付け加えさせていただきたい

イー 1!本稿は新法が成¥r・公布されて 苛足らずの時点での陪械を基礎と

[:iriJ ItiJと58(:~. s併の1574
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しており、 Jどのような意味でそこでの新法のじたJIF的地解にはかなりの

誤併を免れな v'こと(待、院のように、政府の:lz:*4:1J当計十、 f寸均二すべ

き関係主へ的寸ンタ 7_[アはi'fっ A力、とくにげ出j邑税(::ついてl土、

外部からの、かつ出~続的ァオソチング(..:. ;'しま口、治報のィ、完全は否

めなし.i

ィ・ 2)そし ι な J よりも校本lじには、 jiJfjj討す象「イ ~{qニ内在する下記のよう

な「カペ研究にあ犬、つての特!Jの :~H;i色性 附仙寺)丹市ιJ、そ
の「カベ J を乗り思えるだけの竿ヲキの力~-: .苔戒め貧困というヱ院「内

事情、にE楽する限界を免れないこと j:'li !_てその カベ とは。

ミしあたり以下の 商での r-j}べ」である:

1， a、Jドu'fllギド柑(. ;:去人法市:JI品1についての、以 l' 1乱 ; )及び<a . 1) 

の、いわば r宅包的 i桝j;の:mでの「刀へ

; a . 1) 般的には、非 :~fU制織向いj、人'u出引の γ1/子 lY)~f1要素を分析 言r

f亦・構烈寸令;ごあた勺マの主主点的理論枠組みじ刀んL、そもそモ

j京理論・ E也研究等の7三位担論・主役研究の五、積・論議が1出量 κ

~) iこ乏しく、それゆえにまた、女んじて叩H~ しうる誌例的光f了河

口先れし荘i):ム等を恒WIL離く 1-: 11~1的な出指11\持とし ， ;j ''1→阿1'1-0r\~性;こ

こえわろうとヲるこさ ほと ιど1!iJ人未知(/)荒討を子持οでヲヲ

むごこき不安時を免1しないこ ζ この向のこよ十円は、 ζ く;株式

会社i主を l↓ J心とする営利作‘宅金問漂う;f~~~J 灯、 t実:ciii'生鮮う駅前日'1係 lご

ついて}よνうまでもなし JS'，時論的リ史的研究につい l、もj、そ

の圧倒H刊なi主的合，)1'，主主砧とんj:Lするとき、イilli.，'-lばに過ぎるもの

があろう そしてま?、非常利組机 ，iJ、人をめぐゐ走者)~命的ハ

7 タイムが、 (t，;+~J\:) ニ:ni去‘fi;fC中業にかんするそれ(例、 l公

判iJにおける )1と将司己主JJ、イ乙 L ンンー っスト市;、「市

場 E 契約 制織 Lド同制織」日首等}の E 半なる「不ガ」な:'L品、

)13，->/ T" ジョ〉学として安易Jこ;fi引きされうる〆も寺えられ士い

(8・2) ヤゃ只休nιIな問;iet:!としては、私見;こよ i:はとく;、 :l::f:償qJ為市詰
にかん寸る従来の ir埋'~~'! . ~n: (J) I甘い，IJとし、うこ 2をここごf(wN:2

し亡J:;く必安があるよう;むもわ1しる}つまり、その rl'i Il'l の

杷は、非'rí' 十十杭織~(ì.iとの 1~lj車に限父 1 亡も、以トのよう士寺~f-:\こ

二日社52は以)I)lに73 |日l



1"，1 

サ屯ノ ι 

おいて沿象している Jろにおもわれる:

そもそもま，、ヨドザ;利出勤・ヲ業じたいの 述グ〉伸、押収誌I井戸

テ，-)~， i-I"<I式化づれ(，J:'、それは、 P人卜 C)凶つの'lt京的ステージ;二分

fUj L "みであ;:;J') 

u汁 i /' >-，0ソ;されるi':i可動‘事業資汚としてのカ不‘三卜 !j，、多く

の場合、寄付・ボフンテア・会費等のイペ守的内't;:.非τ干dj(1(;批殺

のものであろうし、 また

) ア"トブ yト〆しとのお漣';{1'・ザ ピスも政庁守‘企J左中クタ

の d' 列的提供(7)よjきイ?とはまU~S にーとと主:)、しかも場什によって仕二

世.O~Rítという τ治会帯びる場介も a く 4\ ない(非r三和ずなるが

欣のを呪'1~J) 、ま犬、

土号じのインプノトとアウトプノ kをつなぐ環として i)組以とそ

のもとでまさに剤1微々された川動 事業も、::t ミァンヨン等円、

相l己{9吉判的設機こはごとなる劫慨によ、て根本的i. JJI，こミわた

qつのであるい

L 7;'してまた、上記

の間にlまいまl
、

ノし、〕

lろl仰の直Jl;的世(主行為・関係

がfruし、かつごの三者は iEの

閉じたuーイとしてi有ね送勤Lうゐものでな;けLばならない

Jよιの夜主的ノ、ニージへの阿分げ からさしあたり気のH<重
14!なこと、 'Cυて番目ってそれりをうJ方「するi抗命的 :J レなじめ l貧困

ぴ')~1! _: 1:---_. }，¥:.こしはu て藍月←ith:よ以下のごと二:である

怖に kここには l行為」と相織のIL¥j(-~_はオD i!に

動的述認f/fi'.u:iが存在すみ〉いっこ円、このおえ7i'----- r是正%，('&Jのあるべ

き構法論も、治Jj l行為」りそつまり、量償行為法をどう :111

えるか l と官接:二河通しごいると ν うことず£るベしかし司刊にま

た、 日台:えπにお日ゐ右悩 {'II債の 7τ出Jパラダイム l、「件

;;':i2におけゐ営利 非常利ι乃それとは、るJ九土継紋〉いう山l

J、T[円安日 0-'~~たであ〉て、 すくな(とも前者が明かになったうミレ J役者

もそぴ)161 ~:光じ E告らなばよい、と v うものt もなミそうである し、

ゲれ(セ'-" 二の両者;手、官l設に民連Lつつも:;z，1jしなけらばなら

士い、という矛百をかかえてい!;;)ことがあきらかであるが、この点

(/)坪判的鮮明はすくなくとも筆売には未到ヰ鮮明内情保「支点である

~lìJ、 S8i3 三::(;)1日 72
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とし ι うほかない(商法域:阿にお v て寸→ず!たく 'h^.-t; i~_;

なる 正訟は、なによりもそれが、平間的かっ静態均なンド 1):.;ク

に1 ぎなv'という/::ご、す〈なくこもここで())白効性はえわしい。

ま「ここ;おける「組従 l 発生のメカニズム寺につき、苦手l'企業的

C¥fl織‘与キヰ主を (:-T;レレこした ;1fl"・契約 *r1織 I-f-T ]UJ組織の現制
そーブノレグ)阿古川!.-~(延長トご説明可法刀、も期間で￡る 守】 t

ヰ てLてなじよりも、この 非合利J羽織」に肝拡が，jげの院院にあ
f 

，，) そのものの法 rウキ品芯í~lF;clをめ!る rlをalがある:

さしあたり筆者がかねてA に懸かつて¥."るャこの ?討を例ノj、。れば

2 1-.di2 (い "0) I寄千寸」はまさi、tJ縦 揺与 (J)典型tも

いうべきも tワFあるが、 こ1しも、 さ L あ~: 1り)[5例告叶1え;ば二、イ不、，，，-す〉

:氾三号辛手4設:泣立υJ者;等へ〈のvつ〉、 それ吋去に全く岸辺リを~)Jíキ L ない IL 

之ない1、そのような直球むまさじ純枠組慣と 1 うヘミきモ

の2、「会日制ケラブ」 、のそのj土庁交只の「可制」的守子百

ζを、半純にjriJt '[1:川与 j と構成する l二とのさ内二疑問で

ある，

2 -2 えらによリ -~1灼にはそもマも、日目与を i工、 l 契約」によ

る「所千?潅」来事右、とし 1うふうに、右Ifiモ約と病 の f裂約

王ないしバ庁高権法ーグ))1J;t余命河川f呼温みで法律格成する

ことは、従来ほと rしと授われるャ乞なく主t去さ才i来たった

~， -0' f:辛析かであ。が、 tJ.，'なくとも筆話はこのは、flthl\:止につ

いては、その そもてもの出発出いおいですゲに 巨jtiJ、

は 殺にたf実行為を事活~~守的に法律格成することにβ"

てi!VJJL'C(土」三ないので!立ないか、という印象的1"設を抱

懐 J てきてしおふ f主年九十はそもそモ寄付言!:.;~奇言想的契約

エ約，flx.すゐこエはできず、信託梢叫がsZも'jf-1l刊誌合的であ

る;とは、 4でにわがァ説でもmt制され、 之、王国でもとノ
ぃ:-:1'1、人とのに'JI~T'鼠iをのュE りである ちなみに、川河i1、

ごは吋j同ir人」試行 (J) I寄付行為い行1札合!訂口減L

I ;z.i~:i: I (こ?交わ/一

2 3 さ，-~ にまた、:贈与 死何時三テ貫時〕 という 〔典子¥1~的}

二日社52は以):J)lに7' |日l
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告企?員行為グ)1凶則的菩異を ~n1è jl~ した「えにさん;まだ、

それwタ叫フノ、質的1";(雪q-ih"これはヨド，':;に多いが、 与しあ
たり、か(7)'-f員権政計」もその つ)をもふくめた l虹僚

なふものは、〆;三すご存在Lない，

2 上ぶまでの証償行為はすーベて、↑;'1-本物なし.L J~拡をて主 !i~: な

け象物と 1 こ副念し仁しるが支持の司r償1:為た£ボフシ

テア{ないし II.¥:志向;r::!2J ;;:はじめどすゐ 立「庄一町;役務長て

、さハには献立c-r;抗体 誠器ヮ.r:D~~字の

{寸，つ)等l立、 その付事『J法l::?:i河川リ長につ3 (好奇的役務

陪fiLにおける r-f(l1-責任じ誌等につνてのー?との判明・

ιそがある干~_;f[で)ほとんと両手;討はされていない、等々。

いずれにせよ、これ九の l上九計常利「組紋 J 論i世絵内]辿す

るといスベセ 1行為 l ぬにかんする筆者内長骨たる 4よFは、す¥なく

とも本杭(/)1プ知市ーには、ほとんどない、というのがと戸なと:ろであり、

これま土木日における《限Itサの っといねゴるを待ないはどL、

とくに徒込Eのo6f1I法における対山主人制度引批判的救，t、およア匪

σ、}t'，q汁組織のミク L1[リ如立の持続性'iIrr'中!の問手に、必要によi'Iられι

;七の理論1:~Jj主 l '、なしけ〆決定;よセ五るき侍なか J たことも写実である

が、そ九らはなおさし品t_"りの 研冗ノ 1-J 的絵理にすぎないこ t

をお野:)l..-たい戸 t寸"j，に::1よまた本稿辻、 J、上のようにきわめて政

之主れた大完全なE昧であれ~;-なくと&竿討にとっとは I )W慣れ

為法問究ー序説 とも禾~-1 ぺさ副必的1)1: 笠づけの主-a をモつものでも

あζ)，会

出ト寄人倫日ソ LJジークトではその 認として、臓器 'j芝lCJ 戟11:1.等

。〉人件二・組織('-~かろむ I ，tlij;寝泊行為」ないしぐの午、，.7ーク1ヒも二千二

習な検討ヌ伐ととしてあ 1)、それらを己認i&':)、f会予・経託手・中合

泊四・法律子手の泊分野からのつ市とを出，~，亡するシン，ドジウムを何度

か}日lれした(ちなみにニこでじっ量償行為山もはこ山と末広おながら均

三命令iヲにt;[(めて興味深いもじ)がある;とともに 他方で、かならず L も

合前理[fJ前点、限定せ「、開ヲ (1);) 般についてのEJf'P~ :i~;{> は

ばか)官出Lλ そのう Lの 斗は:めn:?t:::(-;月北大:)，Jで乃研究会でl-fF
償t去をめくるユ出'.-J寸JS 実定j全斗;とと恭悦法手IllJのι，W~ の掛紺を求め

~lìJ、 S8i3 三::4)] 日 70



「ゴト常利法人」法制改革 (20Of/rf-)の批判的検討(1l

て」と也し筆-1'i-がi且iIlを行った。また第一回は、|叶イI8 ) J札幌市内で
「加償法的多田的検討」と題しておこなわれ理論経済学、 U、人類学、

ローマ法史、インクランド法士、ヨウロッパ大祉法史土手の専門附究者

からの技告を'1'心とするもので、前者における筆者の技告は措くとし
ζも、後者における諸報告はいFれも、日lJワ現象の奥深きを担問見せ

てくれるような極めて学問的中iln敢に満ちた貴重なものであり、 -}R-;';の
労をと u 亡いただいた方々にはこのi拾を借りと感謝のEを衣Lたい
(ここでは、平R山占ぴHU"，は省略させていただくし
い「れにせよ、人類学・歴史苧・キ十会学等における百酬関係につい

ての少なからざる附究蓄積 1M モウスのそれが、ノトHなお-f同の基

点であること、また今日的視点で再読の必要大であることなと、筆者

は千i年のゲッチンゲン大学留学中に人類学研究宗での、その「日目ワ論」

日再読セミナーに山町してみてその感を深くした)、また多かれ少なか

れ宗教的背景をもっ・件宗教ごとの贈日規範、さらには企業メセナ・

ブイランソロピ一等各稀現代的百イナシステムげ)等、附与法をめぐ

る諸現象はその広がりと伐さにおい亡、興味沫いものがあり、筆者に

とっ亡はさしあたり、問iJj(諸学における研究成果を県取しつつ、それ

を実定法埋必'1'に如何に接介していくかという課題として、すべて今
f走に残きれてし冶るυ

(b I非常事l組織法人法制論についての、いわば「外延的」局前での「カ

fく」

(b . 1) まず般論としごは、非常利組紘法人法制論は用論的にもそ

れじたいで自足しうる小字前ということはありえず、 /tなくとも

私見によれば、それは「組織法制論J(これじたいも、目頭「上U，'IJ
にも示峻したように、代理から信託等O)Jl~ 1t o) r則産管理構」晶、

さらには企業結合等にいたるまでの、ゆえにまた「法人」論だけ

に吋帝しえない、 連の「組織」現象全体をカパーずべきものと

考えてしミるが)とし寸、より大きな理論体系のなかの有除的一部

として伏世づけて考古きする必要があるところ、そのような「組織

法制論体系」として拠るべき先行叫究なるものは、(上司・:JI営

利組織法制論HHこ)見 I~I-}一ことが困難であること さしあた

り060!I?去を検l付対象と「る本稿でも、いわば必't.:に迫られて、会

村iJ、巾!との対比や、{門託u、寺にも言及せざるをえなかったのをあ

北法58(3以I:l)l日9 [60J 
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るが、なによりも!:::lふの小続強~，= rべ~，':1!:，:jL:たるものがあるという

のが?宜なところごある (そしてわれわれはごこにも、 lιよ典ご

と・縦判り の学附体制の年界 ~~l;l(l点在氾山公去る f{♀ないの

であり、 ZJlrミで許可L事了 )iし(主まトZ こL，_;f)れわれは、「別l込↑こされ

ヂ子;I'¥j.アカデミズム」なるらぴ、が戸、~'~L して v ることろの、それ

が);p.~)ζ そノを昆λ なく也T る惰造的病珂J (内同義序〕 7' 1，ミ

与も σ)!-1"11採刊ざるを 1~なし ò ，，)

( b ワ)ゃーや特殊r，1本l可土問思内し Lごは、 るもの

l土、対列的:こは公により1.>U~ 次的には、様相IJ. A~J;なし、し tt'~千

0)帰属点 '~iLJ!~，;ごと;t~j岸するかという間見{これ会笠計;ょ';1、

という I-_ft;担正念、で :J-tす/コ J であり r-{心〉ょっな註ドノド
C、すくな〈とも問題の円格上は、後?キ{土日m計の外延:"J延長上の
~~顎としても tiF える F 乙も、与る)、しからより :-u、 :fJ ì~_fト叫ん

」の法的話向日Eが多かれヤなかれ l 担紘・法人」の?可部 l'jl'1規制~t背

広如何を規定rるL問、自限点fて 守π限立イli 而してま Fこ乃 iJ、

的主体I:王、いうまでもなく、 (/j 

コのカヮコリ (こりげて tt" J析されると F ろ、 l でもそも同 ~i- を 1"1

、1'[制で誌とうるものか」 ζいう九もふくめ、 l丙さの概念的関

係官 ζ う妃押すべきかひし 1ーまえ、「向者の斗J可対よしのうえで

のメタ云主f口市構築の I~J~ìr'!'t..l悶何}は 1[，'， 1 の 11収~Jであり、な l こ

よりも、 ij、的 i体論をめノ白石持援;白山iこっき、 1"リ計ともになおそ

れぞれについて(jj附泡は多く、筆省にとっとも今後の説止として

持されて'-')，~)例、勺!J又札I: Lでじっ仏よ仏概念 主体的悩位負

荷慨含と μ てのそれ:1山の河辺、各j;ji，.長H}J_:をめぐるEtui主点、

とくにti1千限定のため{ワ辺氏術 tよなL{'百成等のヤム_S:!~段副 主任

限定と法人?告にのIkf主主宇※ たえ L、これらの諸問題のう ι
~ほの問題につ t 'ご{土、 it述日でもャヘコ立九人(たで，;，すを〈行え

ナ"
/_/  " 

※これ t)o，~;苅 r マlの|叫J.-'tbでは、筆者じしいま、 L くに「yf、

における人間;定論，いろデ マのもレで神々 t~'j-~- を 'F ねてき

(J， :';その 端はかつてjiJi究発去をした lことがあ :'1、これま

~lìJ、 S8i3 三{j21i 日G ヨ



11 "云法人 i)制改革 (:;(¥()t;ノ↑ ) (J)批判ITl検討け 1

f:検市川象的f1;大量辺さ:こ収拾がつかなかったというぷ憶があ

るが :1-1;時にその重要性かあ lづため C~'ま認し C もし iる)、ひし汁

またと託 l人倫付」ブ]::1ジ l クトの さ存省U:b1'(-~とっとの中

心ゲ:):21前8Sテーマ〉もいうべき i;'J、ピ)U'e4、必」研fてもその延長
利上に位i百づけるこ竺 bできゐものであゐ(1"身体内(民事j法

的位置づけをめぐって 身体的人格法 l叫守王手説1，1，1: 北大

iJ、宇治正日 :~ (:Z.C04) -4:'i2.:よ.1;立にあるが、その ゾの不之

ヤな i歪山主 lム斗古に これらはいろまYもなく、 11タ人入手口-と

しえ「;j、的所村両」であり、組織{.!、人みまで包.!，~-lj /_ I;}_、的

土イ木論 J をめくfる論点はさ「ぺ:各自主斗 i) 、その以はなお[~-~-主

主速の感、大~，品るい

r1ì本稿(手、 n' のような諸々の「限界」も品うって、筆者に ι~: .r)て所詮;土、今

主主的三孝行11身打 (i主E主主:いL外回渋川究をふくむ7法廷::W_H;者併交と、それらを

ふまえたす;1;. 政最前所究などの)より E十件l見な 'Mli哉・法人口、宇1M究の
ための、同胞の st~ .向日皇のpPtcの叫作化、 E来日皇・論ぐ入の整理、及び(と〈
(こ)忠誠的分析枠組ないし規粍理詰モヂル橋梁等の準結的f:業2いう f;'rt五づ

けにこどまるものであり、それゆえそれは的存的:こはあくまぜも、斗アタイ

トルにあるよっ:こ 1-(いわば、 04岩riJ、という共体的主材をベース;こした J 組

枯i法百:J~;::.究， f:芋 ~~LJ ごとどまるものであり、寸、~t.'七トのカテゴリ一分 ~J と[て

は丈宇遅 iJ 研究)'-. j， J (，-尽すべきものである(実際:ーも筆者いと?で本

橋の検出作業l士、この06新法といろ対象素材乙たいが、少なべとも私見によ

れば組 k~ ・ iL人法制全体の体系的j~揮を要ぷ L て L ミるこ ν 寸立味でも、今後

ぴ〉綿織;';土人法制的体系的ωi 究のどめの論点を宮司型 L、うHli lJ1点なり H~t也意

識を研さ況ます、費Eな棋王〉な )tこ円も事立;であるj

Iril昨にまた本稿己、 lイり[究ノ トJゆえの、主(':tどさで、まだしばしば敢"

c }2;-.:主Iiじに、いささか問題先芯lじ・論争玄起的挑戦的 l学問論(と ，':Jとも

当然、呪定?)~やや批判;こ J どまるが)J 寺、ま庁、既frJJ 伏兵持縦割 :jJ) 

学問領域のカベをと予付する〉ぃ λA主流でいきさか人l坦不敵な分幻慣|祈汀他

「手門分野 lへの「侵入 lを、(寸?に::I直FF二ヴ問i'l，・展関も LLいる。そ

れはい 7主でもなく、[i:1せられるべ主 e有立設かっ間設内Jな)批判 比論・

交批判 議，Xlを!'{ネに L て、なによりも筆者自身の主宰が進化~，京イじする

ことを ;t~fS し亡て〉ものであり、それ以外になんらの也丘もないn 湾係諸賢の

二日社52は以)Jlにι7 |山l
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忌惜のない御批判を期待する所以であるわ

日)謝辞

本稿の直接の検討対象たる0併jIiJ、のI}'I'む等に限定しとも、附年 7-9月の段

階で、内閣府・行政改革事務局 公益法人改草川当官の);々、比ぴ財同法人・

公訴訟人協会現事長・大阿宣男氏には、小生の質問哀を下めお送りしてインタ

ヴイウさせていただき、 1111してそこでのl百恨抗イ其・ご意見はiJ包めて有益なもの

であったり

またそれ以前にも、 I.，e・|泊所で引WIIしたような各極研究会・了会等で、非
常に多くの方々のお世話が本稿の訟には保在「ること、いうまでもなしh

これらの);々に、この場をかりて、ロ己して謝意を表する次的である。

[日] ItiJと58(:~. sα)) 1566 




